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第 1 章 SR7-8Xの機能の紹介 

1-1. SR7-8Xマザーボードの特長 

SR7-8Xは Intelの最新世代の Pentium® 4 (400/533 MHz FSB) 478ピンプロセッサで使用するよ
うに設計されています。新しい SiS 648チップセット(SiS 648 & SiS 963)をベースにした SiS 648

ホスト、メモリおよび AGPコントローラは、Intel® Pentium® 4プロセッサ用の高性能ホストイ
ンターフェイス、高性能メモリコントローラ、AGPインターフェイス、SiS MuTIOL 1Gテクノロ

ジを統合して、SiS 963 MuTIOL 1G Media IOに接続しています。 

SR7-8Xは、AGP 8X/4X機能と高速書き込みトランザクションで外部 AGPスロットをサポートでき

ます。 メモリコントローラは、最高 3 GBまで 3つの DDR DIMMをサポートします。マルチ I/O

マスタや AGPマスタだけでなく、ホストプロセッサからのバンド幅要求を維持するために、

DDR333の下で最高 2.7 GB/秒までのバンド幅を提供できます。 

SR7-8Xはユニバーサルシリアルバス 2.0ホストコントローラ、オーディオコントローラ、ATA-133 

IDEコントローラ、EHCIインターフェイスを実装する高速ホストコントローラを統合して、6つ

の USB 2.0ポートに対して 480 Mb/秒のバンド幅を提供します。6つの USBポートはそれぞれ自

動的に経路指定をして、高速USB 2.0デバイスまたは低速USB 1.1デバイスをサポートできます。

SR7-8Xは ATA-133 IDEマスタ/スレーブコントローラ機能複式 IDEチャンネルを統合して、PIO

モード 0,1,2,3,4,および Ultra DMA 33/66/100/133 MB/秒をサポートします。デュアル IDEチャ

ンネル用の 2つの分離データパスを提供して、マルチタスク環境で高速のデータ転送速度を維持

します。 

SR7-8Xはユーザーに堅牢で、高性能かつ低コストなコンピュータプラットフォームを提供しま

す。それだけでなく、オンボードの 10/100 Mb LANが高速ネットワーキング機能と内蔵 2チャン

ネルオーディオを提供して、マルチメディアソリューションを実現します。 

本マザーボードは 5つの PCIスロットと 1つの AGPスロットもサポートします。その上、本マザ

ーボードはクロック周波数をさまざまに選択できる ABITの SoftMenu�  IIIを通して、ユーザー
にけたはずれの柔軟性を与えます。ユーザーは、FSB速度とマルチプライヤを両方とも交換して

希望する CPUの処理速度を得ることができます。本マザーボードは内蔵のハードウェア監視機能

を通してコンピュータを監視したり保護して、安全なコンピュータ環境を保証いたします。 

 

 

 

1-2. 仕様 

1. CPU 

! 400 MHz/533 MHz（100 MHz/133 MHz×4）CPU FSBの Intel® Pentium® 4 Socket 478プロセ
ッサをサポート 
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2. チップセット（SiS 648および SiS 963）: 

! Ultra DMA 33、Ultra DMA 66 Ultra DMA 100 および Ultra DMA 133 IDE プロトコルをサポ

ート 

! Advanced Configuration and Power Management Interface (ACPI) をサポート 

! 高速グラフィックスポートコネクタが AGP 4X/8X (1.5V) モード （側波帯） デバイスをサ

ポート 

! 200 MHz/266 MHz/333 MHz（100 MHz/133 MHz/166 MHz×2）のメモリバス設定をサポート 

3. メモリ (システム メモリ) 

! PC 1600/PC 2100/PC 2700 DDR SDRAMモジュールに対応した 184ピン DIMMスロット×3 

! PC 2700 DDRモジュールでは 2つのアンバッファ DDR DIMMをサポート（最大 2 GB） 

! PC 1600/PC 2100 DDRモジュールでは 3つのアンバッファ DDR DIMMをサポート（最大 3 GB） 

4. システム BIOS 

! 容易にプロセッサのパラメータを設定できる SOFT MENU� III 

! AMI Plug and Play BIOSによる APM/DMI対応 

! 電力制御インターフェイス(Advanced Configuration and Power Management Interface) 

(ACPI)をサポート 

! AMI BIOS 

5. オーディオ機能 
! オンボードの AC’ 97 2-チャンネルオーディオ CODEC 

6. マルチ I/O機能 

! フロッピポートコネクタ(最大 2.88MB) 

! バスマスタ IDE ポートの 2 つのチャンネルが、最大 4 つの Ultra DMA 33/66/100/133 デ

バイスをサポート。 

! PS/2 キーボード、PS/2マウスコネクタ 

! シリアルポートコネクタ x２ 

! パラレルポートコネクタ x1 (Standard/EPP/ECP) 

! USB 2.0 コネクタ x2 

! 10/100 Mbポート(x1) (RJ-45タイプ) 

! Audio/Gameコネクタ（Line-in, Line-out, MIC-in, Game/MIDI Portコネクタ） 

7. その他 

! ATXフォームファクタ 

! AGPスロット x１、PCIスロット x 5 

! IrDA TX/RXヘッダー内蔵 

! CDオーディオ入力コネクタ(x2) 

! LANによる呼び起こしをサポート(ウェークアップオン LAN(Wake Up On LAN)) 

! Modem Ringによる呼び起こしをサポート(ウェークアップオンモデムリング(Wake Up On 

Modem Ring)) 

! RTCアラームによる呼び起こしをサポート 

! ファン速度、電圧、CPUとシステム環境の温度を測定できるハードウェア監視 

! ボードの寸法 305 * 230mm 
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# スイッチング電源は ATX 2.03仕様に対応し、ATX12V1の電源コネクタを備えていなければ

なりません。 

# LAN、モデムによる Wakeup機能をサポートしていますが、ATX電源 5Vのスタンバイ電力は

720mA以上の電流を確保してください。720mA以下では復帰機能が正しく作動しない場合が

あります。 

# このマザーボードは 66 MHz/100 MHz/133 MHz の標準バス速度をサポートし、特定の PCI、

プロセッサおよびチップセット仕様により使用されています。これらの標準バス速度以上

の速度は、固有コンポーネント仕様が原因で保証されていません。 

# 本書に記載されている仕様および情報は予告なしに変更されることがあります。 

注意 

本書に記載されているブランド名および商標は各所有者に帰属しています。 

 

 

 

1-3. チェックリスト 

パッケージの内容をご確認下さい。不良品や不足しているアイテムがあるときには、リセラーま

たはディーラへお問い合わせ下さい。 

$ ABIT SR7-8Xマザーボード 1台 

$ マスターおよびスレーブ Ultra DMA 133、Ultra DMA 100、Ultra DMA 66、Ultra DMA 33 IDE

デバイス用 80線/40ピンリボンケーブル 1本 

$ 3.5”フロッピーディスクデバイス用リボンケーブル 1本 

$ サポート用ドライバおよびユーティリティ CD 1枚 

$ リヤ I/Oシールドブラケット(x1) 

$ USBケーブル(x1) 

$ マザーボード用ユーザーマニュアル 1冊 
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1-4. SR7-8Xのレイアウト 

 

図 1-1. SR7-8Xマザーボードのコンポーネント配置 
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第 2 章 マザーボードのインストール 

この SR7-8Xマザーボードは従来のパーソナルコンピュータのすべての標準機能を搭載している

だけでなく、将来のアップグレードに柔軟に対応した優れた機能を提供しています。この章では

すべての標準機能を順次紹介するとともに、将来のアップグレードの可能性についてできるだけ

詳しく説明します。このマザーボードは現在市販されている Intel® Pentium® 4プロセッサの全
機種に対応しています。（詳しくは第 1章の仕様を参照してください。） 

この章は次のように構成されています。 

2-1. マザーボードのインストール 

2-2.Intel® Pentium® 4プロセッサおよびヒートシンクの取り付け 

2-3.システムメモリのインストール 

2-4.コネクタ、ヘッダ、スイッチの取付け 

 

%%%% インストールの前に %%%% 

マザーボードをインストールしたり、コネクタを外したり、またはカードを外したりする前に、

電源ユニットの電源を OFFにするか、電源ユニットのコンセントを外してください。ハードウェ

アに不必要な損傷を与えるのを避けるため、マザーボードのハードウェアの設定を変更する場

も、マザーボードのその部分に供給される電源を OFFにしてください。 

&  

 

初心者の方にも分かりやすい説明 

本書は初心者の方にも自分でマザーボードを装着していただけるように作成されています。マザ

ーボードを装着するときに陥りやすい問題も本書で詳しく説明してあります。本書の注意をよく

お読みになり、説明にしたがって作業を進めてください。 

 

図表と写真 

本章には、多くのカラー製図、図表、写真が含まれており、CD-Title に格納されている PDF フ

ァイルを使用して本章をお読みになることをお勧めします。カラー表示により、図表はより見や

すくなっています。ダウンロード用の版として、3 MB 以上のサイズのファイルはダウンロード

が困難なため、グラフィックスと写真解像度をカットして、マニュアルのファイルサイズを縮小

しています。この版の場合、マニュアルを CD-ROM からではなく、当社の Web サイトからダウ

ンロードした場合、グラフィックや写真を拡大すると、画像がゆがむことがあります。 
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2-1. シャーシへのインストール 

ほとんどのコンピュータシャーシには、マザーボードを安全に固定し、同時に回路のショートを

防ぐ多数の穴のあいた基板があります。マザーボードをシャーシの基板に固定するには次の 2

つの方法があります。 

! スタッドを使用する 

! スぺーサーを使用する 

スタッドとスペーサーについては図 2-1を参照

してください。いくつか種類がありますが、た

いていは下のような形をしています。 

原則的に、マザーボードを固定する最善の方法

はスタッドを使用することです。スタッドを使

用できない場合にのみ、スペーサーを使ってボ

ードを固定してください。マザーボードを注意

して見ると、多くの取り付け穴が空いているの

がわかります。これらの穴を基板の取り付け穴

の位置に合わせてください。位置をそろえた時

にネジ穴ができたら、スタッドとネジでマザー

ボードを固定できます。位置をそろえてもスロ

ットしか見えない場合は、スペーサーを使って

マザーボードを固定します。スペーサーの先端

をもってスロットに挿入してください。スペー

サーをすべてのスロットに挿入し終えたら、マ

ザーボードをスロットの位置に合わせて挿入し

てください。マザーボードを取り付けたら、すべてに問題がないことを確認してからコンピュー

タのケースをかぶせてください。図 2-3はスタッドかスペーサを使ってマザーボードを固定する

方法を示しています。 

 

 

 

 

 

 

注意 

マザーボードの取り付け穴と基板の穴の位置が合わず、スペーサーを固定するスロットがな

くても心配しないでください。スペーサーのボタンの部分を切り取って、取り付け穴に挿入

してください。（スペーサーは少し硬くて切り取りにくいので、指を切らないよう注意して

ください。）こうすれば回路のショートを心配せずにマザーボードを基板に固定できます。

回路の配線が穴に近いところでは、マザーボードの PCBの表面とネジにすき間を置くためプ

ラスチックのバネを使用しなければならない場合があるかもしれません。その場合、ネジが

プリント回路の配線またはネジ穴付近の PCBの部分に接触しないよう注意してください。ボ

ードを傷つけたり、故障の原因になったりすることがあります。 
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2-2. Pentium® 4プロセッサおよびヒートシンクの取り付け 

このマザーボードには Intel® Pentium® 4プロセ
ッサを取り付けるための ZIF（Zero Insertion 

Force）Socket 478が備えられています。購入し

たプロセッサには通常、ヒートシンクと冷却ファ

ンのキットが付属しています。付属していない場

合は、Pentium® 4 Socket 478用のキットを別に
お求めください。図 2-3を参照して、プロセッサ

を取り付けてください。 

1. Socket 478の位置を確認し、マザーボードに

ヒートシンクの台座を取り付けます。 

注意 

Pentium® 4用のシャーシを使用しており、金
属製のスタッドまたはスペーサをシャーシに

取り付ける場合は、スタッドまたはスペーサ

が基板の回線や一部に接触することがないよ

う注意してください。 

2. ソケットレバーをソケットから外して、90°

の角度まで引き上げます。プロセッサを正し

い向きに挿入してください。プロセッサは正

しい向きでしか固定できないので、無理に挿

入しないでください。プロセッサが挿入でき

たら、ソケットレバーを元の位置に戻します。 

3. プロセッサを完全にカバーするようにヒート

シンクを取り付けてください。 

4. ヒートシンクのサポートカバーをヒートシン

クに取り付けます。サポートカバーの 4つの

留め金が台座の差し込み口の位置に対応して

いるかどうか確認してください。 

5. サポートカバー両側のホルダークリップを持

って、サポートカバーを台座に固定します。

クリップを差し込む方向に注意してくださ

い。 

6. ヒートシンクのサポートカバーと台座で、ヒ

ートシンクがしっかりと固定されているかど

うか確認してください。 

注意 

プロセッサのバス周波数と倍数を正しく設定

するのを忘れないでください。 

 

 

図 2-3. P4 Socket 478プロセッサとヒート

シンクの取り付け 
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2-3. システムメモリの取り付け 

このマザーボードには、メモリ拡張のために 3つの 184ピン DDR DIMMソケットが用意されてい

ます。DDR DIMMソケットは 8 M×64（64 MB）、16 M×64（128 MB）、32 M×64（256 MB）、64 M

×64（512 MB）、128 M×64（1024 MB）、2倍密度 DDR DIMMモジュールに対応しています。メ

モリの最小容量は 64 MBで、最大容量は 2 GB（アンバッファ PC 2700 DDRモジュールの場合）

または 3 GB（アンバッファ PC 1600/2100 DDRモジュールの場合）です。システムボードには 3

つのメモリモジュールソケット（全体で 6つのバンク）が用意されていますが、メモリアレイの

作成のため、以下のルールを守ってください。 

! これらのモジュールに対して、DIMM1から DIMM3まで順に差し込むようにお勧めします。 

! 単一密度および倍密度の DDR DIMMS をサポートしています。 

表 2-1. 有効なメモリ構成 

バンク メモリモジュール 総メモリ 

バンク 0, 1 

(DDR DIMM1) 

64 MB, 128 MB, 256 MB, 

512 MB, 1024 MB 
64 MB ~ 1 GB 

バンク 2, 3 

(DDR DIMM2) 

64 MB, 128 MB, 256 MB, 

512 MB, 1024 MB 
64 MB ~ 1 GB 

バンク 4, 5 

(DDR DIMM3) 

64 MB, 128 MB, 256 MB, 

512 MB, 1024 MB 
64 MB ~ 1 GB 

アンバッファ PC2700 DDR DIMMのシステムメモリ全体 64 MB ~ 2 GB 

アンバッファ PC1600/2100 DDR DIMMのシステムメモリ全

体 
64 MB ~ 3 GB 

通常、DDR SDRAMモジュールはマ

ザーボードに簡単に取り付けられ

ます。184ピンの PC 1600、PC 2100、

PC 2700 DDR SDRAMモジュールの

違いは図 2-4の通りです。 

DIMMはソケットに直接挿入します。

挿入する時、うまく合っていない

ようであれば、無理に装着するこ

とは止めてください。メモリモジュールを損傷する恐れがあります以下に DDR DIMMを DDR DIMM

ソケットに取付ける手順を紹介します。 

ステップ 1. メモリモジュールを取付ける前に、電源を切り、AC電源ケーブルを外して、完全に

電源が切り離されていることを確認してください。 

ステップ 2. コンピュータケースカバーを取り外します。 

ステップ 3. いかなる電子部品に対してもそれらに触れる前に、塗装のされていないケースの広

い金属部分に触れて、体に溜まった静電気を放電します。 

ステップ 4. 184ピンメモリを DDR DIMMソケットに当てます。 
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ステップ 5. 図のように、DDR DIMMをメモリ拡

張スロットに挿入します。図 2-5でメモリモジ

ュールにキーノッチ(keyed)があることを良く

見てください。これは、DDR DIMMが誤った方向

に装着できないようにするためのものです。方

向が誤っていないのを確認し、ソケット奥まで

しっかりと押し込んでください。イジェクタタ

ブを内側に閉じて、切り欠き部分に入るのを確

認します。 

ステップ 6. DDR DIMMの装着が完了したら、ケ

ースカバーを元に戻します。または、次のセク

ションで説明する手順にしたがって、ほかのデ

バイスやアドオンカードをインストールしてく

ださい。 

 

 

注意 

DDR DIMMモジュールを DDR DIMMソケットにインストールするときには、イジェクトタブを

しっかりと DDR DIMMモジュールに固定してください。 

PC1600と PC2100の DDR SDRAMモジュールは、外観からは簡単には見分けがつきません。DDR SDRAM

モジュールの構成は、モジュール上のシールに記載されています。 

 

 

2-4. コネクタ、ヘッダ、スイッチ 

どのコンピュータケースの内部でも、何本かのケーブルやプラグが接続されています。通常、そ

れらのケーブルやプラグはマザーボード上のコネクタと 1対 1に接続されています。ケーブル類

を接続する場合は、ケーブルの向きやコネクタの 1番ピンの位置に注意しなければなりません。

以下のセクションでは、1番ピンの重要性が説明されています。 

ここでは、すべてのコネクタ、ヘッダ、スイッチの種類とそれらの接続方法について説明します。

コンピュータシャーシ内部にハードウェアを取り付ける前に、必要なすべての情報を注意深く読

んでください。 

図 2-6には次のセクションで説明されるすべてのコネクタとヘッダが示されています。各コネク

タとヘッダの位置を確認するときに使用してください。 

ここで説明するコネクタ、ヘッダ、スイッチはすべてお使いのシステム構成によって異なります。

周辺機器によって必要となる（または必要とならない）機能およびコネクタがあります。システ

ムにそのようなアドオンカードやスイッチがない場合は、そのためのコネクタは無視してくださ

い。 
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図 2-6. SR7-8Xのコネクタとヘッダ 

最初に、SR7-8Xが使用するヘッダとその機能について説明します。 

(1). ATX1および ATXPWR1: ATX電源入力コネクタ 

Pentium® 4 には通常とは異なる電源が必要です。
それは新たにデザインされた 300Wの ATX1電源

で、システムロード時のために最低 20A +5VDC、

Wake-On-LAN（WOL）または Wake-On-Ring（WOR）

機能をサポートするため最低 720mA +5VSBの電

源仕様に対応しています。 

ATX電源のコネクタを ATXPWR1および ATX1のコ

ネクタにしっかり接続してください。 

 

注意： ピンの位置と向きに注意してください。 
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警告 

電源コネクタが ATX電源に正しく接続されていないと、電源やアドオンカードの故障の原因

になることがあります。 

AC電源コードの一方の端は ATX電源に接続し、他端（ACプラグ）は壁の電源コンセントに接

続します。電源コンセントに接続する場合は丸い穴が中央になるように注意してください。

右側のスロットはグランドワイヤスロットと呼ばれており、左側のスロットより長くなって

います。左側のスロットはライブワイヤスロットと呼ばれています。極性を検査する検電器

をライブワイヤスロットに挿入すると、検電器は点灯します。また、電圧を測定する電圧メ

ーターを使うと、ライブワイヤスロットのほうが電圧の高いことが分かります。 

ACプラグの極性を逆にすると、コンピュータ装置の寿命に影響を及ぼしたり、コンピュータ

シャーシが静電気を帯びたりすることがあります。したがって、コンピュータと電源コンセ

ントを接続するには、安全のため 3線の ACプラグを使用するようお勧めします。 

(2). CPUFAN1, CHAFAN1 および PWRFAN1 ヘッダ 

プロセッサファンから出るコネクタを CPUFAN1
という名前のヘッダに、またフロントシャーシ

ファンから出るコネクタをヘッダ CHAFAN1に接
続します。電源ファンまたはアドオンのカード
クーリングファンから出るコネクタを PWRFAN1

ヘッダに接続します。プロセッサファンはプロ
セッサに接続する必要があります。さもなけれ
ば、プロセッサは異常動作を引き起こしたり、

過熱により損傷を受けることがあります。コン
ピュータシャーシの内部温度が高くなるのを防
ぐために、シャーシファンも接続してください。 

 

   注意： ピンの位置と向きに注意してください。 
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(3). FPIO1 & FPIO2 ヘッダ: 追加 USBプラグヘッダ 

これらのヘッダには追加の USBポートプラグを

接続します。1つのコネクタには追加の USBプ

ラグが 2つ用意されているので、合計 4つの USB

プラグが追加でき

ます。専用の USB

ポート延長ケーブ

ルを使って、コンピ

ュータシャーシの

バックパネルの金

属プレートに接続

してください。 

 

(4). FPIO3: IRヘッダ（赤外線） 

ピン 1から 6まで向きがあります。IRキットや

IRデバイスのコネクタは FPIO3のヘッダに接続

してください。このマザーボードは標準の IR転

送速度をサポートしています。 

 

 

注意： ピンの位置と向きに注意してください。 

(5). FPIO4 ヘッダ: シャーシのフロントパネルインジケータとスイッチ用のヘッダ 

FPIO4はシャーシフロントパネルのスイッチお

よびインジケータ用ヘッダで、複数の機能を備

えています。ピンの位置や向きを間違えると、

LEDが正しく点灯しない場合があります。FPIO4

のピンの機能については図 2-8を参照してくだ

さい。 
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FPIO4（ピン 1および 3）: HDD LEDヘッダ 

このヘッダにはケースフロントパネルの HDD LEDからのコードを接続します。接続する方向を間

違えると、LEDライトは正しく点灯しません。 

注意：HDD LEDピンの位置と向きに注意してください。 

FPIO4（ピン 5および 7）: ハードウェアリセットスイッチヘッダ 

このヘッダにはケースフロントパネルのリセットスイッチのコードを接続します。リセットボタ

ンを 1秒以上押すと、システムはリセットします。 

FPIO4（ピン 15-17-19-21）: スピーカーヘッダ 

このヘッダにはシステムスピーカーのコードを接続します。 

FPIO4（ピン 2および 4）: サスペンド LEDヘッダ 

このヘッダには 2線のサスペンド LEDのコードを接続します。接続する方向を間違えると、LED

ライトは正しく点灯しません。 

注意：サスペンド LEDピンの位置と向きに注意してください。 

FPIO4（ピン 6および 8）: パワーオンスイッチヘッダ 

このヘッダにはケースフロントパネルのパワーオンスイッチのコードを接続します。 

FPIO4（ピン 16-18-20）: パワーオン LEDヘッダ 

ピン 1から 3まで向きがあります。このヘッダには 3線のパワーオン LEDコードを接続します。

マザーボードの各コネクタに正しいピンが接続していることを確認してください。接続する方向

を間違えると、LEDライトは正しく点灯しません。 

注意：パワーオン LEDピンの位置と向きに注意してください。 

FPIO4の各ピンの機能については表 2-2を参照してください。 
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Table 2-2. FPIO4ピンの機能リスト 

ピン番号 信号の意味 ピン番号 信号の意味 

ピン 1 HDD LED（+） ピン 2 サスペンド LED（+） 

ピン 3 HDD LED（-） ピン 4 サスペンド LED（-） 

ピン 5 リセットスイッチ（-） ピン 6 パワーオン（+） 

ピン 7 リセットスイッチ（+） ピン 8 パワーオン（-） 

ピン 9 接続なし ピン 10 ピンなし 

ピン 11 ピンなし ピン 12 ピンなし 

ピン 13 ピンなし ピン 14 ピンなし 

ピン 15 スピーカー（+5V） ピン 16 パワーオン LED（+） 

ピン 17 スピーカー（GND） ピン 18 ピンなし 

ピン 19 スピーカー（GND） ピン 20 パワーオン LED（-） 

ピン 21 スピーカー（ドライバ） ピン 22 接続なし 

FPIO4 

ピン 23 ピンなし 

FPIO4 

ピン 24 接続なし 

(6). SMB：システム管理バス（SMバス）コネクタ 

このコネクタはシステム管理バス(SMバス)用に

予約されています。SMバスは I2Cバスの特定の

実装です。I2Cはマルチマスタバスですが、これ

は複数のチップを同じバスに接続すると、デー

タ転送を初期化することにより各チップがマス

タとして振舞うことを意味します。複数のマス

タがバスを同時にコントロールしようとすると、

調整手順がどのマスタが優先権を持っているか

を決定します。SMバスを利用するデバイスを接

続することができます。 

 

 

注意： ピンの位置と向きに注意してください。 
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(7). CCMOS1: CMOS クリアジャンパ 

ジャンパ CCMOS1は CMOSメモリを開放するため

に使用されます。マザーボードを取り付けると

き、このジャンパが標準操作用に設定されてい

ることを確認してください (ピン 1と 2は短く

なっています)。下図参照。 

 

注意： ピンの位置と向きに注意してください。 

注意 

CMOS をクリアする前に、まず電源をオフにする必要があります （+5V スタンバイ電源を含

む）。そうしないと、システムが異常動作を起こすことがあります。 

BIOS をアップデートした後起動する前に、まず CMOS をクリアしてください。それから、ジ

ャンパをそのデフォルトの位置に差し込みます。その後、システムを再起動し、システムが

正常に動作することを確認できます。 

(8). RT1: 温度サーミスタ 

RTI は、システム環境の温度を検出するために

使用されます。読み取り値は、BIOSまたはハー

ドウェア監視アプリケーションのメイン画面に

表示されます。 
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(9). CD1, CD2 および AUX1: CDオーディオおよび補助オーディオ信号入力ヘッダ 

これらのコネクタは、内蔵 CD-ROMドライブのオ

ーディオ出力またはアドオンカードオーディオ

出力に接続されます。CDオーディオの接続は、

2種類のコネクタから選択できます。 

 

 
 

(10). FDC1コネクタ 

この 34ピンコネクタは「フロッピーディスクド

ライブコネクタ」と呼ばれ、360K 5.25”、1.2M 

5.25”、720K 3.5’’、1.44M 3.5”、2.88M 3.5”

の各フロッピーディスクドライブが接続できま

す。 

フロッピーディスクドライブ用リボンケーブル

は 34線のケーブルで、それぞれフロッピーディ

スクドライブが接続できる 2つのコネクタが用

意されています。ケーブル端の一方は FDC1に接

続し、2つのコネクタのいずれか、または両方

にフロッピーディスクドライブを接続してくだ

さい。通常のコンピュータシステムは 1台のフ

ロッピーディスクドライブで十分です。 

注意 

ピン 1に割り当てられている回線には通常赤いマークが記されています。ケーブルを FDC1

コネクタに接続する場合は、ケーブルのピン 1が FDC1コネクタのピン 1に対応していること

を確認してください。 
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(11). IDE1および IDE2コネクタ 

このマザーボードには 2つの IDEポート（IDE1

および IDE2）が用意されているので、Ultra DMA 

66リボンケーブルを使って、Ultra DMA 133モ

ードの IDEデバイスを 4台まで接続できます。

各ケーブルは 40ピンの 80線ケーブルで、マザ

ーボードに 2台のハードドライブが接続できる

よう 3つのコネクタが用意されています。リボ

ンケーブルの長いほうの端（青のコネクタ）は

マザーボードの IDEポートに接続し、短いほう

の他の 2つの端（グレーと黒のコネクタ）には

ハードドライブを接続してください。 

1つの IDEチャンネルに 2台のハードドライブ

を接続する場合は、1台目をマスタードライブに、2

台目をスレーブモードに設定しなければなりません。

ジャンパの設定方法については HDDの説明書を参照

してください。通常、IDE1に接続した最初のドライ

ブが「プライマリマスター」に、2番目のドライブが

「プライマリスレーブ」になります。また、IDE2に

接続した最初のドライブは「セカンダリマスター」に、

2番目のドライブは「セカンダリスレーブ」になりま

す。 

CD-ROMなどの低速なレガシーデバイスをハードディ

スクドライブと同じ IDEチャンネルに接続しないでください。システム全体のパフォーマンスが

低下する原因になります。 

 

図 2-7. Ultra DMA 66リボン

ケーブル 

 

 

注意 

! ハードディスクドライブのマスターまたはスレーブモードはハードディスクのほうで設
定します。ハードディスクドライブのユーザーマニュアルを参照してください。 

! IDE1および IDE2に Ultra DMA 133 および Ultra DMA 100デバイスを接続するには、Ultra 

DMA 66ケーブルが必要です。 

! ピン 1に割り当てられている回線には通常赤いマークが記されています。ケーブルを IDE

コネクタに接続する場合は、ケーブルのピン 1が IDEコネクタのピン 1に対応しているこ

とを確認してください。 
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(12). D11: 5Vスタンバイ LED 

電源スイッチを押すと、D11が点灯します。こ

の LEDは 5Vのスタンバイ電源の状態を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-8. SR7-8Xバックパネルコネクタ 

図 2-8には SR7-8Xのバックパネルのコネクタの種類が示されています。これらのコネクタはマ

ザーボードに外部デバイスを接続するときに使用します。次に、これらのコネクタに接続するデ

バイスについて説明します。 

(13). PS/2キーボードコネクタ 

PS/2 キーボードのコネクタをこの 6ピン Dinコネクタ

に接続します。ATキーボードを使用する場合は、コン

ピュータショップにて変換コネクタをお求めの上、接

続してください。互換性上、PS/2キーボードのご利用

をお薦めします。 

(14). PS/2マウスコネクタ 

PS/2 マウスをこの 6ピン Dinコネクタに接続します。 

 

(15). シリアルポート COM1 & COM2ポートコネクタ 

このマザーボードは 2つの COMポートを提供しており、外付けモデムやマウスその他のシリアル

機器を接続できます。 
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COM1と COM2に接続する外部装置は自由に決めることができます。各 COMポートには一度に１台

の装置しか接続できません。 

(16). パラレルポートコネクタ 

このパラレルポートは一般

にプリンタを接続するた

め、“LPT”ポートとも呼ば

れます。このポートのプロト

コルをサポートする EPP/ECP 

スキャナなど他の機器を接

とも可能です。 

 

(17). USBポートコネクタ 

このマザーボードは 2つの USBポートを提供しています。それぞれの USB機器をケーブルを介し

てここに接続してください。 

USB機器を利用される前に、ご使用になるオペレーティングシステムがこの機能をサポートして

いることを確認し、必要であればそれぞれのド

ライバをインストールしてください。詳細は、

それぞれの USB機器のマニュアルを参照してく

ださい。 

 

(18). 10/100 Mb LANポートコネクタ 

このマザーボードは 10/100 Mb LAN ポートを組み込んでいます。このジャックは LANハブの RJ-45

ケーブルをコンピュータに接続するためのものです。カテゴリ 5 UPT (シールドなしより対線)

または STP (シールド付きより対線)ケーブルを使用してこの接続を行うようにお奨めします。

ハブからコンピュータまでの長さは、100メートル以下で最高の性能を発揮します。 

緑の LEDは接続状態を示します。ネットワークが完全にアクティブになっていると、この LED

が点灯します。黄色の LEDは、データがアクティブになっているかいないかを示します。コンピ

ュータがネットワークからデータの送受信を行っている場合、この LEDは点滅します。 

(19). Line Out, Line In, Mic Inコネクタ 

Line Outコネクタ: 外付けスピーカーの信号入力プラグを接続します。または、ここから出て

いるプラグをステレオオーディオ装置の AUX信号入力ソケットに接続します。このマザーボード

にはスピーカーを操作するためのアンプは搭載されていませんので、アンプが内蔵されたスピー

カーをお使いください。アンプの付いていないスピーカーを使用すると、サウンドが聞こえなか

ったり、スピーカーから小さい音しか聞こえなかったりします。 

Line Inコネクタ: TVアダプタのオーディオ出力信号、または CDウォークマン、ビデオカメラ、

VHSレコーダーなどの外付けオーディオソースを接続します。信号の入力レベルはオーディオソ

フトでコントロールすることができます。 
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Mic Inコネクタ: マイクから出ているプラグをつなぎます。このコネクタには、これ以外のオ

ーディオ (または信号) ソースは絶対につながないでください。 

(20). GAMEポートコネクタ 

このコネクタにはジョイスティック、ゲームパッド、あるいはその他のシミュレーションデバイ

スの DIN 15-pinをつなぎます。詳細はデバイスの説明書をお読みください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意 

本章には多くのカラー画像やダイアグラムが掲載されておりますので、CD-Titleに保管され

ている PDFファイルをご覧いただきますよう強くお勧めします。 
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第 3 章 BIOSについて 

BIOSはマザーボードの Flash Memoryチップに保存されるプログラムです。このプログラムはコ

ンピュータの電源を OFFにしても消去されません。同プログラムはブートプログラムとも呼ば

れ、ハードウェア回路が OSと交信するための唯一のチャネルです。その主な機能はマザーボー

ドやインタフェースカードのパラメータの設定を管理することです。これには、時間、日付、ハ

ードディスクなどの簡単なパラメータや、ハードウェアの同期、デバイスの動作モード、CPU SOFT 

MENU�  III機能、CPU速度などの比較的複雑なパラメータの設定が含まれます。これらのパラメ

ータが正しく設定された場合のみ、コンピュータは正常に動作します。 

' 操作がわからない場合は BIOS内のパラメータを変更しないでください。 

BIOSのパラメータはハードウェアの同期またはデバイスの動作モードのセットアップに使

用します。誤ったパラメータを入力すると、エラーの原因になったり、コンピュータがクラ

ッシュしたりします。コンピュータがクラッシュすると、コンピュータを起動できない場合

もあります。したがって、操作に精通していない場合は BIOSのパラメータを変更しないよう

お勧めします。コンピュータが起動できない場合は、第 2章の「CCMOS1ヘッダ」のセクショ

ンを参照して、CMOSの内容を消去してください。 

コンピュータを起動すると、コンピュータは BIOSプログラムによって制御されます。BIOSはま

ず必要なすべてのハードウェアの自動診断を実施し、ハードウェア同期のパラメータを設定し

て、すべてのハードウェアを検出します。これらのタスクが終了しない限り、コンピュータの制

御は次レベルのプログラムである OSに渡りません。BIOSはハードウェアとソフトウェアが通信

する唯一のチャネルなので、システムの安定性および最適なシステムパフォーマンスのための重

要な要素です。BIOSが自動診断と自動検出操作を終了すると、次のメッセージが表示されます。 

DEL : SETUP 

メッセージが表示されてから 3～5秒以内に Delキーを押すと、BIOSのセットアップメニューに

アクセスします。セットアップメニューに入ると、BIOSは次のメニューを表示します。 

 

図 3-1. CMOS Setup Utilityの画面 
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図 3-1の BIOS設定のメインメニューにはいくつかのオプションがあります。この章では以下そ

れらのオプションについて順に解説してゆきますが、その前にファンクションキーの機能につい

て簡単に説明します。 

! BIOS Setupを終了するには、Escキーを押します。 

! メインメニューで確定または変更するオプションを選択するには ↑↓→←（上、下、左、

右）を使用してください。 

! BIOSのパラメータを設定し、それらのパラメータを保存して BIOSのセットアップメニュー

を終了する場合は F10キーを押してください。 

! アクティブなオプションの BIOSのパラメータを変更するには、Page Up/Page Downか＋/－

キーを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意 

BIOS のバージョンが定期的に変更されるため、スクリーンショットの一部は画面に表示され

るものと同じでないこともあります。しかし、本書でサポートされているほとんどの機能は

動作します。新しいマニュアルがリリースされているかを調べるために、ときどき当社の WEB 

サイトにアクセスすることをお勧めします。ここで、新たに更新された BIOS 項目をチェッ

クすることができます。 

コンピュータ豆知識：CMOSデータ 

“CMOSデータが消えた”というようなことをお聞きになったことがありませんか？CMOSと

は、BIOSパラメータを保存しておくメモリのことです。CMOSからはデータを読み込んだり、

データを保存したりすることができます。CMOSはコンピュータの電源を切ってもデータを保

持できるように、電池でバックアップされています。したがって、電池切れや電池不良によ

り電池を交換しなければならなくなったときに、CMOSのデータが失われてしまいます。あら

かじめ CMOSデータの内容を書き留めてコンピュータに貼り付けておくなどして、保管してお

いてください。 
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3-1. SOFT MENU�  III Setup 

プロセッサは従来のハードウェアの手動設定ではなく、プログラマブルスイッチ（SOFT MENU�  
III）を使ってセットアップできます。この機能を使えば、プロセッサを簡単にインストールで

きます。プロセッサのインストールでは、ジャンパやスイッチの設定は必要ありません。プロセ

ッサはその仕様にしたがって正しくセットアップしなければなりません。最初のオプションでは、

<Enter>を押すと、そのオプションに対して選択可能なすべてのアイテムをいつでも表示できま

す。 

 

図 3-2. SOFT MENU�  IIIの画面 

プロセッサのタイプ(Processor Type): 

このアイテムは、インストールされたプロセッサのタイプを自動的に表示します。このアイテム

を変更することはできません。 

プロセッサの速度(Processor Speed): 

このアイテムは、現在実行されているプロセッサの内部周波数を自動的に表示します。このアイ

テムを変更することはできません。 
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CPUのオペレーティング速度(CPU Operating Speed): 

このオプションは、プロセッサの速度を設定します。このフィールドで、プロセッサの速度は

Processor Speed (External Clock x Multiplier Factor)のように表示されます。このアイテ

ムは、プロセッサのタイプや速度に従ってプロセッサの速度を自動的に表示します。または、ユ

ーザー定義を選択すると、次のアイテムを設定することができるようになります。 

ユーザー定義の外部クロックおよびマルチプライヤファクタ: 

� ユーザー定義: 

%%%% 警告 %%%% 

ある状況下でマルチプライヤと外部クロックを間違って設定すると、プロセッサが損傷する

ことがあります。PCIやプロセッサの仕様より高く作業周波数を設定すると、異常メモリモ

ジュールが機能したり、システムがハングしたり、ハードディスクドライブのデータが失わ

れたり、VGAカードが異常機能を発生したり、他のアドオンカードが異常機能を発生する原

因となります。プロセッサの非仕様設定はエンジニアリングのテストのみに使用され、通常

の操作では使用されないため、この説明の目的からはずれます。 

通常の操作のために非仕様設定を使用すると、システムは不安定になり、システムの信頼性

に影響が及ぼされることがあります。また、当社では仕様から外れる設定をした場合、安定

性と互換性を保障いたしません。マザーボードや周辺装置の要素の損傷は当社の責任外の問

題です。 

� CPUフロントサイドのバス周波数(CPU Front Side Bus Frequency): 

ここで、プロセッサのクロック速度を上げることができます。つまり、プロセッサの FSB

速度を個別に上げられることになります。100から 200の DEC(10進数)数字が使用できます。

デフォルトでは、使用される CPUによって、100または 133に設定されています。この設定

を変更して FSBのクロック速度を上げることができます。標準のバス速度を超える FSB速度

がサポートされていますが、プロセッサ仕様によって保証されることはありません。 

� CPUマルチプライヤファクタ(CPU Multiplier Factor): 

このマザーボードのマルチプライヤファクタは、Auto(自動) ( 8.0x ( 10.0x ( 11.0x ( …. 

( 24.0xです(これらのファクタは、取り付けられたプロセッサのタイプと仕様により異な

ります)。 

注意 

プロセッサの中にはマルチプライヤをロックしていたり、さらに高いマルチプライヤファ

クタを選択できないものもあります。このアイテムは、“CPUがロックされています(CPU 

Locked)”メッセージを表示します。 
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� 推定の新しい CPUクロック(Estimated new CPU Clock): 

このアイテムは、アイテム“CPUフロントサイドバス周波数”と“CPUマルチプライヤファ

クタ”からの設定に従う周波数を表示します。 

CPU FSB/DRAM/AGP/PCI比(CPU FSB/DRAM/AGP/PCI Ratio): 

次の 8つのオプション、3:3:2:1 ( 3:4:2:1 ( 3:5:2:1 ( 3:6:2:1 ( 4:3:2:1 ( 4:4:2:1 ( 

4:5:2:1 ( 4:6:2:1が設定できます。デフォルトは 3:3:2:1 または 4:3:2:1です。このアイテ

ムによって、プロセッサのフロントサイドバス、DRAM、AGPおよび PCIクロック比を設定するこ

とができます。これは設定したプロセッサ FSBクロックと相互に関係しています。多くのオプシ

ョンが利用可能で、希望するディバイダ比を選択できます。この場合(4:3:2:1)、DRAMクロック

は 4で割り 3を掛けたプロセッサ FSBクロックになります。AGPクロックは 4で割り 2を掛けた

プロセッサ FSBクロックになります。PCIクロックは 4で割り 1を掛けたプロセッサ FSBクロッ

クになります。 

%%%% 警告 %%%% 

CPU FSB/DRAM/AGP/PCI 比の 2つのオプション 3:6:2:1 と 4:6:2:1は、エンジニアリングの

テスト用にのみ設定されたもので、仕様を設定するためのものではありません。これらの 2

つのオプションを標準操作用に設定すると、システムが不安定になり、システムの信頼性に

影響を及ぼすことがあります。また、当社では仕様外の設定に対して安定性と互換性を保証

することもなければ、マザーボードや周辺機器の要素に対する損傷に責任を負うこともあり

ません。 

Fixed AGP/PCI frequency: 

次の 2つのオプション、Disabled（使用しない）または Enabled（使用する）が設定できます。

デフォルトは Disabled（使用しない）です。このアイテムは、固定された DRAM/AGP/PCI周波数

比を設定することができます。どの設定が自分にとって適切か決定することができます。 

� 選択した AGP周波数: 

ここで AGPクロック速度を上げることができます。これは、AGPクロック速度を独立して上

げることができることを意味します。66 MHzから 100 MHzまでの周波数を利用することが可

能で、1ステップは 1 MHzです。この設定を変更して AGPクロック速度を上げることができ

ます。数値キーによって周波数を入力し、<Enter>キーを押して周波数を確認し入力します。

標準の AGPバス速度を超える AGP速度をサポートしますが、AGP仕様が原因で保証はされま

せん。 

� 新しい FSB/DRAM/AGP/PCIクロック: 

このアイテムは、アイテム“固定AGP/PCI 周波数”からの設定に従う、新しFSB/DRAM/AGP/PCI

クロック周波数を表示します。 

チップセットモードを向上させる(Enhance Chipset Mode): 

次の 4つのオプション、Normal（標準） ( Fast（高速） ( Fixed in 83MHz（83MHzに固定） 

( Fixed in 144 MHz（144 MHzに固定）を設定できます。デフォルトは FAST(高速)です。この
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アイテムは、ノースブリッジとサウスブリッジの間でデータ転送速度を設定できますが、高速ア

イテムを選択するとチップセットの転送速度が向上します。アイテム“固定 AGP/PCI 周波数”

を Enabled（使用する）に設定すると、このアイテムは次の 2つのオプション、つまり Fixed in 

83MHz（83MHzに固定）と Fixed in 144 MHz（144 MHzに固定）だけ選択できます。 

通常、「User Define」オプションを使ってプロセッサの速度や PCIの周波数を設定する必要は

ありません。このオプションは将来リリースされる仕様がまだわかないプロセッサを設定すると

きに使用します。現在市販されているプロセッサの仕様はすべてデフォルト設定に網羅されてい

ます。プロセッサのパラメータに精通していないユーザーが自分で外部クロックや倍数を設定す

ると、間違いを犯す場合が多いので注意してください。 

周波数の設定を間違えて起動できなくなった場合の処理方法： 

通常、プロセッサの周波数の設定を間違えると、起動できなくなります。その場合、システムの

電源をいったん切ってから、再起動してください。プロセッサは標準のパラメータを使用して自

動的に起動します。その後、BIOSのセットアップに入って、プロセッサの周波数を設定し直し

てください。BIOSのセットアップに入れない場合、システムの起動を数回繰り返すか、「INSERT」

キーを押しながら電源を入れてください。システム標準のパラメータを使用して自動的に起動し

ます。その後、BIOSのセットアップに入って、パラメータ設定し直してください。 

CPUを交換する場合： 

このマザーボードは、ジャンパや DIPスイッチをいっさい構成することなく、ソケットに CPU

を差し込んだ後にシステムの電源をオンにできるように設計されています。しかし、CPUを交換

する場合、普通は電源装置の電源を（機械的に）オフにし、CPUを交換してから、SOFT MENU�  III
を通して CPUのパラメータをセットアップする必要があります。ただし、新しい CPUが古い CPU

（同じブランドで同じ種類）より遅い場合 、当社では CPUの交換操作を正常に完了するための

メソッドを 2つ提供しています。 

メソッド 1: そのブランドに対する最低速度の CPUをセットアップします。電源装置の電源を

（機械的に）オフにして、CPUを交換します。システムの電源を再びオンにし、SOFT 

MENU�  IIIを通して CPUのパラメータをセットアップします。 

方法 2： プロセッサを交換するにはコンピュータのケースを開ける必要があるので、CCMOSの

ジャンパを使って古いプロセッサのパラメータを消去してから、BIOSのセットアッ

プに入ってプロセッサのパラメータを設定し直してください。 

注意 

パラメータを設定し、BIOSのセットアップを終了して、システムの再起動を確認した後に、

リセットボタンを押したり、電源を切ったりしないでください。BIOSが正しく読み取れなく

て、パラメータエラーの原因になることがあります。その場合は、SOFT MENU�  IIIに入って、
パラメータをすべて設定し直してください。 

Vcore制御: 

次の 4つのオプション、Default(デフォルト) ( Default(デフォルト) +5% ( Default(デフ

ォルト) +10% ( Default(デフォルト) +15%が設定できます。デフォルトは Default(デフォル

ト)です。 
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Vddr コントロール: 

次の 4つのオプション、Default（デフォルト） ( 2.6V ( 2.7V ( 2.8Vが設定できます。デ

フォルトは Default（デフォルト）です。 

 

 

 

3-2. Standard CMOS Features Setup Menu 

このメニューには、BIOSの基本構成パラメータが含まれています。これらのパラメータには、

日付、時間、VGAカード、フロッピーディスクおよび HDD設定が組み込まれています。 

 

図 3-3A. Standard CMOS Featuresの画面 

システムの日付(System Date): 

このアイテムで日付: 月(mm)、日(dd)および年(yy) を設定することができます。 

システムの時間(System Time): 

このアイテムで時間: 時 (hh)、分 (mm)および秒(ss)を設定することができます。 
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フロッピードライバ A & フロッピードライバ B(Floppy Driver A & Floppy Driver B): 

ここにフロッピーディスクドライブをインストールしている場合、サポートできるフロッピード

ライブのタイプを選択することができます。次の 5つのオプション、Not Installed（インスト

ールされていない） ( 1.2 MB 51/4 ( 720 KB 31/2 ( 1.44 MB 31/2 ( 2.88 MB 31/2が設定

できます。BIOSは FDDコネクタにインストールされているデバイスを自動的に検出します。 

1次 IDEマスタ/スレーブおよび 2次 IDEマスタ/スレーブ(Primary IDE Master/Slave 

and Secondary IDE Master/Slave): 

これらのアイテムはサブメニューで、詳細オプションを選択することができます。図 3-3Bを参

照すると、どのオプションが利用可能かチェックできます。 

 

図 3-3B.Primary IDE Masterの画面 

タイプ(Type): 

次の 4つのおぴション、Auto（自動） ( CDROM ( ARMD ( User（ユーザー）が設定できます。

このアイテムでデバイスのタイプを選択することができます。一般的に、BIOSがデバイスを自

動的に検出するために、“Auto（自動）”を選択するようにお勧めします。これを Auto（自動）
に設定すると、HDDの詳細パラメータこのメニューの残りのアイテムに表示されます。 
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注意 

) 新しい IDE HDDをまずフォーマットする必要があります。そうでないと、読み込み/書き

込みを行うことができません。HDDを使用するための基本ステップは、FDISKを実行して

から、ドライブをフォーマットすることです。現在の HDDはほとんど出荷時に低レベルフ

ォーマットにされているため、この操作をスキップすることができます。しかし、1次 IDE 

HDDはそのパーティションを FDISK手順内でアクティブに設定する必要があることを忘れ

ないでください。 

* すでにフォーマット済みの古い HDDを使用している場合、自動検出は現在のパラメータを

検出することはできません。低レベルフォーマットを行うか、パラメータを手動で設定す

る必要があります。その後、HDDが機能するかチェックします。 

! ARMDの意味 : ATAPIリムーバブルメディアデバイス。例えば、IDE ZIP, IDE LS120など。 

シリンダ(Cylinders): 

複数のディスクがシャフトに沿って互いの上に直接置かれているとき、特定の位置に配置されて

いるすべてのトラックからなる円形の垂直“スライス”は、シリンダと呼ばれます。HDDに対し

てシリンダの番号を設定することができます。入力できる最小番号は 0で、最大番号は 65535

です。 

ヘッド(Heads): 

これは小さな電磁気コイルと金属のポールから成り、ディスク上に電磁気パターンを作成したり

リードバックするために使用されます（読み込み/書き込みヘッドとも呼ばれます）。読み込み/

書き込みヘッドの番号を構成することができます。入力できる最小番号は 0で、最大番号は 255

です。 

書き込みプレコンペンセーション(Write Precomprensation): 

入力できる最小番号は 0で、最大番号は 65535です。 

セクタ(Sectors): 

記憶データに割り当てることができるトラック長の最小セグメント。セクタは通常ブロックまた

は論理ブロックに分類され、データ許可の最小単位として機能します。トラックごとに、このア

イテムをセクタに構成することができます。入力できる最小番号は 0で、最大番号は 255です。 

� 最大キャパシティ(Maximum Capacity): 

このアイテムは、記憶装置の最大キャパシティを表示します。 

LBA (論理ブロックアドレス指定)モード(LBA (Logical Block Addressing) mode): 

次の 2つのオプション、Off（オフ） ( On（オン）が設定できます。デフォルトは Off（オフ）
です。DOSおよび Windows環境下では、512 MB以上の容量のハードディスクに対して Auto（自
動）を設定することができます。Netwareおよび UNIX環境下では Off（オフ）を選択してくださ
い。 

以前の LBAモードは、8.4GBまでの HDD容量をサポートすることができますが、このモードは異



 第 3章 

SR7-8X 

3-10 

なる方法を用いてアクセスするディスクデータの位置を計算します。シリンダ(CYLS)、ヘッドお

よびセクタは、データがおかれている論理アドレス内で変換することができます。このメニュー

に表示されているシリンダ、ヘッド、セクタはハードディスクの実際の構造を反映することはな

く、実際の位置を計算するために使用される値を参照するだけです。現在、高容量のハードディ

スクはすべてこのモードをサポートしているため、このモードを使用するようにお勧めします。

現在、BIOSは INT 13h拡張機能をサポートし、LBAモードを有効にして 128 GBを超えるハード

ディスクドライブの容量をサポートできます。 

ブロックモード(Block Mode): 

次の 2つのオプション、Auto（自動） ( Off（オフ）が設定できます。デフォルトの設定は Off
（オフ）です。ブロックモードは、ブロック転送、マルチプルコマンド、またはマルチプルセク
タ読み込み/書き込みとも呼ばれます。お使いの IDEハードドライブがブロックモードをサポー

トする場合）（ほとんどの新しいドライブはサポートしています）、ドライブがサポートできる

セクタごとに、ブロック読み込み/書き込みに関する最適の番号を自動検出するために Auto（自
動）を選択してください。 

高速プログラムされた I/Oモード(Fast Programmed I/O Modes): 

次の 7つのオプション、Auto（自動） ( 0 ( 1 ( 2 ( 3 ( 4 ( 5が設定できます。デフ

ォルトは Auto(自動)です。BIOSは、そのデータ伝送速度を設定するために、IDEデバイスの転

送モードを自動検出することができます。PIOモードを IDEデバイスのモード 0からモード 4ま

で選択して、そのデータ転送速度を設定することができます。 

32ビット転送モード(32 Bit Transfer Mode): 

次の 2つのオプション、Off ( Onが設定できます。デフォルト off（オフ）はです。Onを選択

すると、32ビットアクセスを有効にして IDEハードディスクのデータ転送速度を最大にするこ

とができます。 

ここで標準の CMOS機能のセットアップメニュー(Standard CMOS Features Setup Menu)

に戻る: 

ビデオタイプ(Video Type): 

次の 5つのオプション、absent ( VGA/EGA ( CGA 40x25 ( CGA 80x25 ( Mono（モノ）が設

定できます。デフォルトは VGA/EGAです。ここで、モニタの画面タイプを設定することができま
す。 
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3-3. Advanced BIOS Features Setup Menu 

各アイテムではいつでも <Enter> を押すと、そのアイテムのすべてのオプションを表示できま

す。 

注意 

Advanced BIOS Features Setupメニューはあらかじめ最適な条件に設定されています。この

メニューの各オプションについてよく理解できない場合はデフォルト値を使用してくださ

い。 

 

図 3-4A. Advanced BIOS Features Upperの画面 

 

図 3-4B. Advanced BIOS Features Lowerの画面 
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クイックブート(Quick Boot): 

次の 2つのオプション、Disabled（使用しない）または Enabled（使用する）が設定できます。

デフォルトは Enabled（使用する）です。Enabled（使用する）を選択してメモリテストをスキ
ップすると、クイックブート機能の便利さをお楽しみいただけます。 

クイックブート(Quick Boot)機能の使用法 

ブートシーケンスに入るとき、<F6>キーを 1度押すと、“第 1ブートデバイスの選択(Select 

First Boot Device”メニューが表示されます。希望する第 1ブートデバイスを選択し、

<Enter>キーを押してブートシーケンスを続行します。 

第 1ブートデバイス(1st Boot Device): 

コンピュータが起動するとき、BIOSは、フロッピーディスクドライブ A、LS120、ZIP100デバイ

ス、ハードドライブ C、SCSIハードディスクドライブまたは CD-ROMなどのアイテムからオペレ

ーティングシステムを読み込もうとします。BIOSはシステムに存在するブートデバイスを自動

的に検出して、その結果を表示します。そのとき、第 1ブートデバイスとして使用したいデバイ

スを選択できます。 

第 2ブートデバイス(2nd Boot Device): 

説明は“第 1ブートデバイス”と同じです。 

第 3ブートデバイス(3rd Boot Device): 

説明は“第 1ブートデバイス”と同じです。 

他のブートデバイスの試行(Try Other Boot Device): 

次の 2つのオプション、Yes（はい）または No（いいえ）が設定できます。デフォルトは Yes（は
い）です。この設定により、BIOSは上の第 1、第 2、第 3ブートデバイスで一覧表示した 3つ以

外のブートデバイスを試みることができます。Disabled（使用しない）に設定すると、BIOSは

上で設定された 3種類のブートデバイスのみからブートします。 

ハードディスク用 S.M.A.R.T.(S.M.A.R.T. For Hard Disks): 

次の 2つのオプション、Disabled（使用しない）または Enabled（使用する）が設定できます。

デフォルトは Disabled（使用しない）です。SMART (Self-Monitoring Analysis and Reporting 

Technology)は HDDの以上をユーザーに警告する技術で、HDDのデータを他の場所に転送するよ

うにユーザーに通知します。従って、この技術によってデータ保存と HDD自体の信頼性が向上す

ることになります。HDDがこの機能をサポートしていることを確認したら、このアイテムを

Enabled（使用する）に設定してください。これによって、オペレーティングシステムは必要な

予防装置を取りユーザーに警告を発することができます。HDD仕様の詳細については、HDDの取

扱説明書をお読みになるか、代理店にご連絡ください。 

フロッピードライブの交換(Floppy Driver Swap): 

次の 2つのオプション、Disabled（使用しない）または Enabled（使用する）が設定できます。
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デフォルトは Disabled（使用しない）です。この機能を Enabled（使用する）に設定すると、フ

ロッピーディスクドライブコネクタの位置を交換するために、コンピュータのケースを開ける必

要がありません。ドライブ Aをドライブ Bとして、ドライブ Bをドライブ Aとして設定すること

ができます。 

フロッピードライバの検索(Floppy Driver Seek): 

次の 2つのオプション、Disabled（使用しない）または Enabled（使用する）が設定できます。

デフォルトは Disabled（使用しない）です。コンピュータが起動するとき、BIOSはシステムが

FDDを持っているかいないかを検出します。このアイテムを“Enabled（使用する）”に設定し

ているとき、BIOSがフロッピードライブを検出しないと、フロッピーディスクドライブのエラ

ーメッセージを表示します。このアイテムが使用しないに設定されていると、BIOSはこのテス

トをスキップします。 

Num-Lockの起動(BootUp Num-Lock): 

� Off: 起動時に、数値キーパッドはカーソル制御モードになります。 

� On : 起動時に、数値キーパッドは数値モードになります(デフォルトの設定)。 

PS/2マウスのサポート(PS/2 Mouse Support): 

次の 2つのオプション、Disabled（使用しない）または Enabled（使用する）が設定できます。

デフォルトは Enabled（使用する）です。他のデバイスを使用するために INT 12を空けておき

たい場合、Disabled（使用しない）を選択して INT 12を空けることができます。 

パスワードのチェック(Password Check): 

次の 2つのオプション、Setup（セットアップ）または Always（常に）が設定できます。デフォ

ルトは Setup（セットアップ）です。“ユーザーパスワードの設定(Set User Password)”を通

してパスワードを作成した後、このオプションはコンピュータシステムへのアクセス（Always）、

または無許可のユーザーによるコンピュータ BIOSセットアップ(Setup)の修正を拒否します。 

� Setup: Setup（セットアップ）を選択するとき、BIOSセットアップにアクセスしていると

きのみ、パスワードが要求されます。正しいパスワードを与えないと、BIOSセッ

トアップメニューに入ることができません。 

� Always: Always（常に）を選択するとき、コンピュータを起動するためにパスワードが要求
されます。正しいパスワードを与えないと、システムは起動しません。 

セキュリティを無効にするには、メインメニューで“ユーザーパスワードの設定(Set User 

Password)”を選択するときに、パスワードを入力するように求められた際、何も入力せずに、

Enterキーを押します。すると、セキュリティが無効になります。セキュリティが無効になると、
システムがブートするときに BIOSセットアップメニューを自由に入力することができます。 

通告 

パスワードを忘れないでください。パスワードを忘れた場合、コンピュータのケースを開け

て、システムを起動する前に CMOSの情報をすべてクリアにする必要があります。しかし、こ

れを行うには、それまでに設定したすべてのオプションをリセットする必要があります。 
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OS/2にブート(Boot To OS/2): 

次の 2つのオプション、No（いいえ）または Yes（はい）が設定できます。でふぉるとは No（い
いえ）です。システムのメモリが 64MBより大きい場合、BIOSとオペレーティングシステム間の

通信方法はあるオペレーティングシステムによって異なります。OS/2オペレーティングシステ

ムを使用する場合、Yes（はい）を選択してください。他のオペレーティングシステムを使用し
ている場合、No（いいえ）を選択してください。 

キャッシュ可能なシステム BIOS(System BIOS Cacheable): 

次の 2つのオプション、Disabled（使用しない）または Enabled（使用する）が設定できます。

デフォルトは Enabled（使用する）です。DOS環境下で BIOSの性能を向上させたい場合、Enabled
（使用する）を選択してください。 

C000、32K シャドー(C000,32K Cached): 

次の 2つのオプション、Disabled（使用しない） ( Enabled（使用する）が設定できます。デ

フォルトは Enabled（使用する）です。このオプションは、ビデオカードの BIOSがキャッシュ
済み機能を使用するかしないかを定義するために使用されます。このオプションは Enabled（使
用する）に設定する必要があります。そうでないと、システムのディスプレイ性能が著しく落ち
ることになります。 

キャッシュ済みイングアドレス範囲(Cached address ranges): 

このオプションによって、固有アドレスにおけるインターフェイスカードの ROM BIOS領域がキ

ャッシュ済み機能を使用するかしないかを決定することができます。このメモリブロックを使用

するインターフェイスカードがない場合、このオプションを使用するに設定しないでください。

次の 6つのアドレス範囲から選択することができます。 

C8000、16K Cached、CC00, 16K Cached、D000、16K Cached、D400、16K Cached、D800、16K Cached、

DC00、16K Cached。 
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3-4. Advanced Chipset Features Setup Menu 

Advanced Chipset Features Setupメニューはマザーボード上のチップセットのバッファ内容を

変更するにの使用されます。バッファのパラメータはハードウェアと密接な関係があるため、設

定が正しくないと、マザーボードが不安定になったり、システムが起動しなくなったりします。

ハードウェアについてあまり詳しくない方は、デフォルトを使用してください（Load Optimized 

Defaultsオプションを使用するなど）。このメニューでは、システムを使用していてデータが

失われてしまう場合に限って変更を行うようにしてください。 

 

図 3-5A. Advanced Chipset Featuresの画面 

アイテム間を移動するには PgUP, PgDn, ＋, －キーを使用します。設定が終了したら、Escキー

を押すとメインメニューに戻ります。 

 

 

注意 

このメニューのパラメータは、システムデザイナや専門技師、および十分な知識を有するユ

ーザ以外の方は変更しないでください。 
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拡張 DRAM制御(Advanced DRAM Control): 

このアイテムによって、DRAMパラメータに関するいくつかのアイテムを設定することができま

す。各アイテムの意味を理解できない場合は、デフォルトの設定のままにしておいてください。

間違った設定をすると、システムが不安定になったり、データが失われたり、起動できなくなる

ことさえあります! 

 

図 3-5B. Advanced DRAM Control Setup Menuの画面 

DRAM CAS# 待ち時間(DRAM CAS# Latency): 

次の 3つのオプション、2T ( 2.5T ( 3Tが設定できます。デフォルトは 2.5Tです。SDRAM仕

様に従って、SDRAM CAS (カラムアドレスストローブ)待ち時間を選択することができます。 

タイミング設定モード(Timing Setting Mode): 

次の 6つのオプション、Safe（安全） ( Normal（標準） ( Fast（高速） ( Turbo（ターボ） 

( Ultra（ウルトラ） ( Manual（手動）が設定できます。Sデフォルトは Normal(標準)です。
Manual（手動）を選択すると、次のアイテムが利用できます。 

� DDR RAS再充電時間(DDR RAS Precharge Time): 

次の 3つのオプション、2T ( 3T ( 4Tが設定できます。デフォルトは 3Tです。このアイ
テムは、SDR/DDR SDRAM RASの再充電時間を設定するためのものです。SDRAM再充電を ACT
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コマンド期間に定義することができます。 

tRPタイミング値(再充電時間 �  戻るときに再充電コマンドからの時間をアクティブにする

ことができます)。 

� DDR RASからの CAS遅延(DDR RAS to CAS Delay): 

次の 3つのオプション、2T ( 3T ( 4Tが設定できます。デフォルトは 3Tです。このアイ
テムは、SDR/DDR SDRAM RASからの CAS遅延を設定するためのものです。SDRAM ACTから読み

込み/書き込みコマンド期間を定義することができます。 

tRCDタイミング値 = RASからの CAS待ち時間 + 読み込み/書き込みコマンド遅延 

� DDR書き込み回復時間(DDR Write Recovery Time): 

次の 2つのオプション、1T (2T (3Tが設定できます。デフォルトは 2Tです。このアイテ
ムは、SDR/DDR SDRAMの書き込み回復時間を設定するためのものです。このアイテム(ビット)

は、最後の有効な書き込み操作から、新しい再充電コマンドが同じバンクにアサートできる

最新の時間までのクロックサイクル数を制御します。これを 1Tに設定するとき、tWR持続期

間は 1クロックなどです。 

� タイミング制約制御(Timing Constraint Control): 

次の 2つのオプション、Fast（高速）( Normal（標準）が設定できます。デフォルトは Normal
（標準）です。DDR SDRAM連続書き込みコマンド上のタイミング制約制御は、異なるランク

に対して与えられています。 

� GW書き込みマスク AGP要求(GW Write Mask AGP Request): 

次の 2つのオプション、Enabled（使用する） ( Disabled（使用しない）が設定できます。

デフォルトは Enabled（使用する）です。Enabled（使用する）に設定すると、グラフィック
ウィンドウ書き込み操作はこの書き込み操作が終了するまで、AGPデバイスがメモリにアク

セスすることを禁止します。Disabled（使用しない）に設定すると、AGP要求はいつものと

おりにメモリにアクセスできます。 

MA遅延 1T/2T選択(MA Delay 1T/2T Select): 

次の 3つのオプション、Auto（自動） ( MA 2T ( MA 1Tが設定できます。デフォルトは Auto
（自動）です。このアイテムは、メモリアドレスの読み込み/書き込み速度に影響を与えます。

MA 1Tを選択すると、高速になります。 

ここで拡張チップセット機能のセットアップメニュー(Advanced Chipset Feature 

Setup Menu)に戻る: 

拡張読み込みの先取り(Advanced Read Prefetch): 

次の 2つのオプション、Disable（使用しない）または Enable（使用する）が設定できます。デ

フォルトは Enable（使用する）です。このアイテムは、PCIスレーブ制御用に先取りキャッシン
グを制御します。Enable（使用する）を選択すると、システム性能が上がります。 



 第 3章 

SR7-8X 

3-18 

AGP機能(AGP Capability): 

次の 2つのオプション、4X ( 2Xが設定できます。デフォルトは 4Xです。AGP 4Xモードをサ

ポートしない古いAGPアダプタを使用する場合、このアイテムを2Xに設定する必要があります。

サポートされる AGPの種類を知るには、AGPアダプタの取扱説明書をチェックしてください。8X 

AGPアダプタを使用している場合、アイテムは 8X ( 4Xに変更されます。 

AGP高速書き込み(AGP Fast Write): 

次の 2つのオプション、Enable（使用する）または Disable（使用しない）が設定できます。デ

フォルトは Disable（使用しない）です。AGPアダプタがｋの機能をサポートできる場合、Enable
（使用する）を選択できます。それ以外の場合は、Disable（使用しない）を選択してください。
このアイテムを使用するに設定するとシステムの性能が向上しますが、システムの互換性は減少

します。 

AGPアパチャサイズ(AGP Aperture Size): 

次の 7つまでのオプション、4MB ( 8MB ( 16MB ( 32MB ( 64MB ( 128 MB ( 256 MBが設

定できます。デフォルトは 64MBです。このオプションは、AGPデバイスが使用できるシステム

メモリの総量を指定します。アパチャは、グラフィックスメモリアドレス空間に対して与えられ

た PCIメモリアドレス範囲の一部です。アパチャ範囲にヒットするホストサイクルは、変換され

ずに AGPに転送されます。AGP情報については、http://www.agpforum.orgをご覧ください。 

APICの選択(APIC Select): 

次の 2つのオプション、Disable（使用しない）または Enable（使用する）が設定できます。デ

フォルトは Enable（使用する）です。Enable（使用する）に設定すると、次のアイテムが選択
できるようになります。Disable（使用しない）に設定すると、システムはすべてのデバイスに
対してデフォルトの 6つの PCI IRQを使用し、PCI IRQの数を増やしません。 

MPSバージョン(MPS Revision): 

このオプションは、マザーボードが使用する MPSのバージョンを指定します。 

次の 2つのオプション、1.1または 1.4が設定できます。デフォルトは 1.4です。MPSは、

Multi-Processor Specification（マルチプロセッサ仕様）の略語です。デュアルプロセッサを

実行するために古いオペレーティングシステムを使用する場合、このオプションを 1.1に設定し

てください。 
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3-5. Power Management Setup Menu 

コンピュータは正常に動作しているとき、通常モードに入っています。このモードでは、省電力

プログラムがビデオ、I/Oポートとドライブ、およびキーボード、マウス、その他のデバイスの

操作ステータスへのアクセスを監視します。これらは省電力イベントと呼ばれます。これらのイ

ベントがどれも設定時間内に起こらない場合、システムは省電力モードに入ります。制御された

イベントのどれかが発生すると、システムは直ちに標準モードに戻り、その最高速度で動作しま

す。 

1. メインメニューから「Power Management Setup」を選んで<Enter>を押してください。次の

スクリーンが表示されます。 

 

図 3-6A. Power Management Setupの画面 

2. アイテム間を移動するには PgUP, PgDn, ＋, －キーを使用します。設定が終了したら、Esc

キーを押すとメインメニューに戻ります。 

3. Power Management機能の設定後、<Esc>キーを押すとメインメニューに戻ります。 

以下、このメニューのオプションについて簡潔に説明します。 

ACPI Function (Advanced Configuration and Power Interface Function): 

ACPIは、コンピュータの省電力機能およびプラグアンドプレイ機能に関して、オペレーティン

グシステムを直接制御します。BIOSは ACPI機能を完全にサポートします。ACPI機能を正常に機

能させたい場合、次の 2つの点に注視する必要があります。1つは、お使いのオペレーティング



 第 3章 

SR7-8X 

3-20 

システムが ACPIをサポートしなければならないということです。現時点では、Microsoft® 
Windows® 2000、Windows® ME、Windows® XPだけがこれらの機能をサポートしています。2つ目は

システムのすべてのデバイスとアドオンカードがハードウェアとソフトウェア（ドライバ）の両

面で ACPIに完全対応していなければならないということです。デバイスやアドオンカードが

ACPIに対応しているかどうかは、デバイスまたはアドオンカードのメーカーに問い合わせて確

認してください。ACPI仕様について詳しくは下のアドレスにアクセスしてください。詳しい情

報が入手できます。 

http://www.teleport.com/~acpi/acpihtml/home.htm 

ACPIは ACPI準拠の OSが必要です。ACPI機能には以下の特長があります。 

! Plug&Play（バスおよびデバイスの検出を含む）および APM機能。 

! 各デバイス、アドインボード（ACPI対応のドライバが必要なアドインモードもあります）、

ビデオディスプレイ、ハードディスクドライブのパワーマネージメント制御。 

! OSがコンピュータの電源を OFFにできるソフトオフ機能。 

! 複数の Wakeupイベントに対応（表 3-5-1を参照）。 

! フロントパネルの電源およびスリープモードスイッチに対応。（表 3-5-2参照）ACPI対応

の OSの ACPI設定により、電源スイッチを押しつづける時間に基づくシステム状態を説明

します。 

System States and Power States 

ACPIにより、OSはシステムおよびデバイスの電源状態の変化をすべて管理します。OSはユーザ

ーの設定およびアプリケーションによるデバイスの使用状況に基づいて、デバイスの低電力状態

の ON/OFFを制御します。使用されていないデバイスは OFFにできます。OSはアプリケーション

およびユーザー設定の情報に基づいて、システム全体を低電力状態にします。 

下の表はある状態からコンピュータを復帰させるデバイスおよびイベントの種類を示していま

す。 

表 3-5-1: 復帰させるデバイスとイベント 

コンピュータを復帰させるデバイス／イベ

ント 
復帰前の状態 

Power switch スリープモードまたは電源オフモード 

RTC alarm スリープモードまたは電源オフモード 

LAN スリープモードまたは電源オフモード 

Modem スリープモードまたは電源オフモード 

USB スリープモード 

PS/2 keyboard スリープモード 

PS/2 mouse スリープモード 
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表 3-5-2: 電源スイッチを押す効果 

電源スイッチを押す前の

状態 
電源スイッチを押しつづける時間 新しい状態 

Off ４秒以下 Power on 

On ４秒以上 Soft off/Suspend 

On ４秒以下 Fail safe power off 

Sleep ４秒以下 Wake up 

ACPIスタンバイ状態(ACPI Standby Status): 

次の 3つのオプション、S1 ( S3 ( Auto（自動）が設定できます。デフォルトは S1です。こ
の場合、BIOSはシステムがその状態で実行されるかを自動的に判断します。一般的に、ACPIに

はシステム S0状態、S1状態、S2状態、S3状態、S4状態、S5状態の 6つの状態があります。S1

と S3状態を以下に説明します。 

状態 S1 (POS) (POSとは Power On Suspendの略です): 

システムが S1スリープ状態に入ったときの動作について説明します。 

! CPUはコマンドを実行しません。CPUの複雑な状態は維持されます。 

! DRAMの状態は維持されます。 

! Power Resourcesはシステムの S1状態と互換性のある状態に入ります。System Levelリフ

ァレンス S0になるすべての Power Resources は、OFF状態に入ります。 

! デバイスの状態は現在の Power Resourceの状態と互換性があります。特定のデバイスが On

状態にある Power Resourcesだけを参照するデバイスだけが、そのデバイスと同じ状態に入

ります。その他のケースでは、デバイスは D3 (off) 状態に入ります。 

! システムを Wake Upさせるように設定されたデバイスと、現在の状態からデバイスを Wake Up

させることのできるデバイスが、システムを状態 S0に移行させるイベントを発生させます。

このようなイベントが発生すると、Offに入る前の状態からプロセッサが動作を続行します。 

S1状態に移行させるために OSが CPUのキャッシュをフラッシュする必要はありません。 

状態 S3 (STR) (STRとは Suspend to RAMの略です): 

S3状態は物理的に S2状態よりも低いもので、電力を保存するように作られています。この状態

での動作は以下のとおりです。 

! プロセッサは指令を行いません。プロセッサの複雑な状態は維持されません。 

! DRAMの状態は維持されます。 

! Power Resourcesはシステムの S3状態と互換性のある状態に入ります。System Levelリフ

ァレンス S0、S1、S2になるすべての Power Resources は、OFF状態に入ります。 

! デバイスの状態は現在の Power Resourceの状態と互換性があります。特定のデバイスが On

状態にある Power Resourcesだけを参照するデバイスだけが、そのデバイスと同じ状態に入

ります。その他のケースでは、デバイスは D3 (off) 状態に入ります。 
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! システムを Wake Upさせるように設定されたデバイスと、現在の状態からデバイスを Wake Up

させることのできるデバイスが、システムを S0状態に移行させるイベントを発生させます。

このようなイベントが発生すると、Offに入る前の状態からプロセッサが動作を続行します。

BIOSは内部機能の初期化を行い S3状態を終了させた後でファームウェアをベクタに回復さ

せます。BIOSの初期化については、ACPI Specification Rev. 1.0の 9.3.2章をご参照くだ

さい。 

ソフトウェアとしては、この状態は S2の状態と機能的に同じです。操作上の違いは、S2状態で

ONにしたままにすると、Power Resourceが S3状態で使用できないことです。このように、追加

デバイスはＳ3状態の場合は S2状態よりも物理的に低い D0, D1, D2, D3にしなければなりませ

ん。同様に、いくつかのデバイスを Wake Upさせるイベントは S2では機能しますが、S3では機

能しません。 

S3状態ではプロセッサの内部情報が失われるため、S3状態への移行はオペレーティングソフト

ウェアがすべての使用キャッシュを DRAMへフラッシュします。 

# システム S1に関する上記の説明は、ACPI Specification Rev. 1.0を参考にしてあります。 

S3により VGA BIOSの初期化(Initialize VGA BIOS By S3): 

次の 2つのオプション、Disabled（使用しない）または Enabled（使用する）が設定できます。

デフォルトは Enabled（使用する）です。このアイテムによって、システムが S3状態から呼び

起こされるときを選択することができます。その後、システムは VGA BIOSを初期化したししな

かったりします。VGAカードの中にはこの動作を必要としないものもあるため、呼び起こされた

後、ディスプレイ画面は標準に戻ります。 

電源スイッチのタイプ(Power Switch Type): 

次の 2つのオプション、On/Off（オン/オフ）または Suspend（サスペンド）が設定できます。

デフォルトは On/Off（オン/オフ）です。このアイテムによって、電源ボタンの機能を選択する
ことができます。On/Off（オン/オフ）を選択すると、コンピュータシステムの電源はオンにな
ったりオフになったりします。Suspend（サスペンド）を選択すると、コンピュータシステムは
サスペンドになります。 

AC/電源損失の回復(Restore on AC/Power loss): 

次の 3つのオプション、Power Off（電源オフ） ( Power On（電源オン） ( Last State（最

後の状態）が設定できます。デフォルトは Power Off（電源オフ）です。このアイテムによって、
電源が回復したときのシステムの電源状態を設定することができます。Power Off（電源オフ）
に設定すると、電源が回復したときに、電源障害の前にコンピュータがどんな状態にあったかに

はかかわらず、システムの電源は常にオフになります。Power On（電源オン）に設定すると、電
源が回復したときに、電源障害の前にコンピュータがどんな状態にあったかにはかかわらず、シ

ステムの電源は常にオンになります。Last State（最後の状態）に設定すると、電源が回復した
ときに、コンピュータは前の電源状態に戻ります。 



BIOSについて  

 ユーザーマニュアル 

3-23 

ウェークアップイベント(Wake Up Events): 

次は、イベントのリストです。I/Oデバイスがオペレーティングシステムの注意を引きたいとき、

これがイベントを発生させる原因となります。これらの Enabled（使用する）イベントのどれか
が発生すると、システムは呼び起こされてタスクを実施します。 

 

図 3-6B.Wake up Eventsの画面 

キーボードの電源オン機能(Keyboard PowerOn Function): 

次の 4つのオプション、Disabled（使用しない） ( Any Key（どれかのキー） ( Specific Key

（固有キー） ( Password（パスワード）が設定できます。デフォルトは Disabled（使用しな
い）です。このアイテムによって、キーパッドウィークアップのキーを設定することができます。
キーまたはパスワードを設定した後、キーパッドに影響を及ぼすイベントがパワーダウンしたシ

ステムを呼び起こします。 

USBによるレジューム(Resume by USB): 

次の 2つのオプション、Disabled（使用しない）または Enabled（使用する）が設定できます。

デフォルトは Disabled（使用しない）です。Enabled（使用する）に設定しているとき、USBポ

ートで発生するイベントはパワーダウンしたシステムを呼び起こします。 
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PS2マウスによるウェークアップ(Wake Up by PS2 Mouse): 

次の 2つのオプション、Disabled（使用しない）または Enabled（使用する）が設定できます。

デフォルトは Disabled（使用しない）です。Enabled（使用する）に設定しているとき、PS/2

マウスに影響を及ぼすイベントは（PCI PME内部ピンを通して）、パワーダウンしたシステムを

呼び起こします。 

PMEによるウェークアップ(Wake Up by PME): 

次の 2つのオプション、Enabled（使用する）または Disabled（使用しない）が設定できます。

デフォルトは Disabled（使用しない）です。Enabled（使用する）に設定しているとき、LANカ

ードに影響を及ぼすイベントは（PCI PME内部ピンを通して）、パワーダウンしたシステムを呼

び起こします。 

モデムリングによるウェークアップ(Wake Up by Modem Ring): 

次の 2つのオプション、Enabled（使用する）または Disabled（使用しない）が設定できます。

デフォルトは Disabled（使用しない）です。Enabled（使用する）に設定しているとき、モデム
リングに影響を及ぼすイベントはパワーダウンしたシステムを呼び起こします。 

RTCアラームによるウェークアップ(Wake Up by RTC Alarm): 

次の 2つのオプション、Disabled（使用しない）または Enabled（使用する）が設定できます。

デフォルトは Disabled（使用しない）です。Enabled（使用する）に設定しているとき、RTC（リ

アルタイムクロック）アラームがサスペンドモードからシステムを呼び起こすところで、日、時、

分、秒のアラームを設定することができます。使用するアイテムは白い色で表示され、使用され

ないアイテムは青緑色で表示されます。 

� RTCアラーム日(RTC Alarm Date): 

01 ~ 31の日、または Every Day(毎日)を選択できます。デフォルトは Everyday（毎日）で
す。このフィールドは、“RTCアラームによるレジューム”フィールドが Disabled（使用し
ない）に設定されているとき、入力することができません。 

� RTCアラーム時(RTC Alarm Hour): 

00 ~ 23の時間を選択できます。これは、00の時間から 24の時間までを意味します。このフ

ィールドは、“RTCアラームによるレジューム”フィールドが Disabled（使用しない）に設
定されているとき、入力することができません。 

� RTCアラーム分(RTC Alarm Minute): 

00 ~ 59の分を選択できます。これは、00の分から 60の分までを意味します。このフィール

ドは、“RTCアラームによるレジューム”フィールドが Disabled（使用しない）に設定され
ているとき、入力することができません。 

� RTCアラーム秒(RTC Alarm Second): 

00 ~ 59の秒を選択できます。これは、00の秒から 60の秒までを意味します。このフィール

ドは、“RTCアラームによるレジューム”フィールドが Disabled（使用しない）に設定され
ているとき、入力することができません。 
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注意 

お使いのオペレーティングシステムが Windows® 2000
または Windows® XPである場合、S1、S3、S4状態か

らシステムを呼び起こすときは、キーボード、マウス、

USBデバイスまたは LANデバイスをご使用ください。

“デバイス マネージャ”に移動し、デバイスアイテ

ムを選択し、アイテム“+ このデバイスで、コンピ

ュータのスタンバイ状態を元に戻すことができるよ

うにする”を検索し、チェックボックスでそれをチェ

ックしてください。呼び起こし機能が正常に作動しま

す。 
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3-6. PnP/PCI 構成セットアップメニュー 

このメニューで、PCI バスの INT# and IRQ# およびその他のハードウェア設定を変更すること

ができます。 

 

図 3-7A. PnP/PCI Configurationsの画面 

プラグアンドプレイ対応 O/S(Plug and Play Aware O/S): 

2つのオプション、No（いいえ）または Yes（はい）が設定できます。デフォルトは No（いいえ）
です。このアイテムにより、PnPデバイスを初期化するジョブが BIOSによって行われるか OSに

よって行われるかを選択することができます。Yes（はい）を選択すると、オペレーティングシ
ステムは PnPデバイスを初期化し、適切なリソースを与えます。 

PCI待ち時間タイマ(PCI Latency Timer): 

次の 8つのオプション、32 ( 64 ( 96 ( 128 ( 160 ( 192 ( 224 ( 248が設定できま

す。デフォルトは 64です。このアイテムによって、PCI待ち時間の遅延時間を設定することが

できます。一般的に、デフォルトは PCIカードのすべての要求に一致します。しかし、一部の特

殊な PCIカードは特殊な PCI待ち時間の遅延時間が必要で、それが満たされてから正常に機能す

ることができます。この場合、遅延時間を変更して PCIカードの要求を満たしてください。 
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1次グラフィックスアダプタ(Primary Graphics Adapter): 

次の 2つのオプション、PCIまたは AGPが設定できます。デフォルトは PCIです。複数のディス
プレイカードを取り付けているとき、PCIディスプレイカードまたは AGPディスプレイカードを

選択して、起動画面を表示することができます。1枚しかディスプレイカードを取り付けていな

い場合、BIOSはどのスロット（AGPまたは PCI）にカードが取り付けられているかを検出して、

すべての動作を注意深く処理します。 

IRQを PCI VGAに割り当て(Allocate IRQ to PCI VGA): 

2つのオプション、No（いいえ）または Yes（はい）が設定できます。デフォルトは Yes（はい）
です。システムの VGAに割り当てられた割り込み要求(IRQ)行を指名します。選択した IRQのア

クティビティは、常にシステムを呼び起こします。 

PCI VGAの IRQを割り当てたり、無効にすることができます。 

PIRQ_0 は IRQ No.を使用 ~ PIRQ_3 は IRQ No.を使用: 

Auto ( 3 ( 4 ( 5 ( 7 ( 10 ( 11の 7のオプションが用意されています。デフォルトの

設定は Auto(自動)です。この項目により、システムは PCI スロットにインストールされたデバ

イス用の IRQ 番号を自動的に指定することができます。これは、システムが PCI スロット（PCI 

スロット 1 から PCI スロット 5）にインストールされたデバイス用の固定 IRQ 番号を指定で

きることを意味します。これは、固有デバイスに対して IRQ を固定したい場合に役に立つ機能

です。 

例えば、ハードディスクを他のコンピュータに移しても Windows�NT or Windows® 2000 を再イ
ンストールしたくない場合、新しいコンピュータにインストールされたデバイス用の IRQ を指

定して最初のコンピュータ設定に適合させてください。 

この機能は、PCI 構成状態を変更したい場合、それを記録して固定するオペレーティングシステ

ムに対するものです。 

PIRQ (SiS 963チップセットからの信号), INT# (PCI スロット IRQ 信号を意味) のハードウェ

アレイアウトとデバイス間の関係については、下の表を参照してください。 

信号 
PCI 

スロット 1 

PCI 

スロット 2 

PCI 

スロット 3 

PCI 

スロット 4 

PCI 

スロット 5 

PIRQ_0 割り当て INT A INT B INT B INT D INT C 

PIRQ_1 割り当て INT B INT D INT A INT A INT D 

PIRQ_2 割り当て INT C INT C INT D INT B INT A 

PIRQ_3 割り当て INT D INT A INT C INT C INT B 

! INT D によって使用される USB。 

! 各 PCI スロットには 4 つの INT#s (INT A~INT D) があり、AGP スロットには 2 つの INT# 

(INTA と INT B)があります。 
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注意 

! PCI スロット 1 は AGP スロットで IRQ 信号を共有。 

! 同時に 1つの IRQを共有するこれらの PCIスロットに 2枚の PCIカードを取り付けたい場

合、OSと PCIデバイスのドライバが IRQ共有機能をサポートしていることを確認する必要

があります。 

� IRQリソース(IRQ Resources): 

次の 2つのオプション、PCI/PnPまたは Reserve（予約）が設定できます。デフォルトは PCI/PnP
です。割り込み要求を自動的に割り当てるときに問題が発生する場合、Reserve（予約）を選
択して予約する IRQを設定することができます。下の画面をご覧ください。 

 

図 3-7B. IRQ Resourceの画面 
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3-7. Integrated Peripherals 

このメニューでは、オンボードの I/Oデバイスや I/Oポートアドレスなどのハードウェアの設定

が変更できます。 

 

図 3-8A. Integrated Peripherals Upperの画面 

 

図 3-8B. Integrated Peripherals Lowerの画面 
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SIS OnChip IDE Device： 

ここでは SIS Onchip IDEデバイスのパラメータに関する複数の項目を設定できます。 

 

図 3-8C. SIS Onchip IDE Deviceの画面 

PCI IDEバスマスタ(PCI IDE BusMaster): 

次の 2つのオプション、Disabled（使用しない）または Enabled（使用する）が設定できます。

デフォルトは Enabled（使用する）です。オンボード IDEコントローラは、使用するとしてまた

は使用しないとして設定することができます。 

オンボード PCI IDE(Onboard PCI IDE): 

次の 4つのオプション、Disabled(使用しない) ( Primary(1次) ( Secondary(2次) ( Both(両

方)が設定できます。デフォルトは Both(両方)です。このアイテムにより、すべてのオンボード
PCI IDEデバイスを無効にしたり、それらの 1つの有効にすることができます。もちろん、両方

の PCI IDEデバイスを有効にすることもできます。使用するに設定されたアイテムは白い色で表

示され、使用しないに設定されたアイテムは青緑色で表示されます。 

� 1次マスタ UDMA(Primary Master UDMA): 

次の 2つのオプション、Auto（自動）または Disabled（使用しない）が設定できます。デフ

ォルトは Auto（自動）です。Ultra DMAは DMAデータ転送プロトコルで、ATAコマンドと ATA
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バスを利用して DMAコマンドが 133 MB/秒の最大バースト速度でデータを転送することを可

能にしています。 

� Auto: Auto（自動）を選択すると、システムは各 IDEデバイスに対して、最適のデー

タ転送速度を自動的に決定します(デフォルト)。 

� Disabled:Ultra DMAデバイスを使用しているときに問題が発生したら、このアイテムを

Disabled（使用しない）に設定することができます。 

� 1次スレーブ UDMA (Primary Slave UDMA): 

次の 2つのオプション、Auto（自動）または Disabled（使用しない）が設定できます。デフ

ォルトは Auto（自動）です。Ultra DMAは DMAデータ転送プロトコルで、ATAコマンドと ATA

バスを利用して DMAコマンドが 133 MB/秒の最大バースト速度でデータを転送することを可

能にしています。 

� Auto: Auto（自動）を選択すると、システムは各 IDEデバイスに対して、最適のデー

タ転送速度を自動的に決定します(デフォルト)。 

� Disabled:Ultra DMAデバイスを使用しているときに問題が発生したら、このアイテムを

Disabled（使用しない）に設定することができます。 

� 2次マスタ UDMA (Secondary Master UDMA): 

次の 2つのオプション、Auto（自動）または Disabled（使用しない）が設定できます。デフ

ォルトは Auto（自動）です。Ultra DMAは DMAデータ転送プロトコルで、ATAコマンドと ATA

バスを利用して DMAコマンドが 133 MB/秒の最大バースト速度でデータを転送することを可

能にしています。 

� Auto: Auto（自動）を選択すると、システムは各 IDEデバイスに対して、最適のデー

タ転送速度を自動的に決定します(デフォルト)。 

� Disabled:Ultra DMAデバイスを使用しているときに問題が発生したら、このアイテムを

Disabled（使用しない）に設定することができます。 

� 2次スレーブ UDMA (Secondary Slace UDMA): 

次の 2つのオプション、Auto（自動）または Disabled（使用しない）が設定できます。デフ

ォルトは Auto（自動）です。Ultra DMAは DMAデータ転送プロトコルで、ATAコマンドと ATA

バスを利用して DMAコマンドが 133 MB/秒の最大バースト速度でデータを転送することを可

能にしています。 

� Auto: Auto（自動）を選択すると、システムは各 IDEデバイスに対して、最適のデー

タ転送速度を自動的に決定します(デフォルト)。 

� Disabled:Ultra DMAデバイスを使用しているときに問題が発生したら、このアイテムを

Disabled（使用しない）に設定することができます。 

ここで統合された周辺装置のセットアップメニューに戻る: 

オーディオデバイス(Audio Device): 

次の 2つのオプション、Disable（使用しない）または Enable（使用する）が設定できます。デ
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フォルトは Enable（使用する）です。このアイテムによって、オンボードのオーディオコント
ローラを使用するまたは使用しないに設定することができます。 

オンボード LAN(OnBoard LAN): 

次の 2つのオプション、Disabled（使用しない）または Enabled（使用する）が設定できます。

デフォルトは Enabled（使用する）です。このアイテムによって、オンボード LANコントローラ

の有効または無効を切り替えることができます。 

� Onboard Lan Boot ROM (オンボード LANブート ROM): 

次の 2つのオプション、Enabled（使用する）または Disabled（使用しない）が設定できま

す。デフォルトは Disabled（使用しない）です。これを Enabled（使用する）に設定すると、
コンピュータシステムにブート可能なデバイスが接続されていない場合でも、システムはロ

ーカルネットワークを通してブート可能なファイルを検索します。システムがローカルネッ

トワークにブート可能なファイルを検出すると、このファイルを読み込んで、コンピュータ

システムをブートするために使用します。 

USB 機能(USB Function): 

次の 2つのオプション、Disabled（使用しない） ( Enabled（使用する）が設定できます。デ

フォルトは Enabled（使用する）です。システムがシステムボードに USBデバイスをインストー

ルしていてそれを使用したい場合、これを使用するに設定する必要があります。高いパフォーマ

ンスのコントローラを追加すると、この機能を使用しないに設定する必要があります。 

USB 2.0 のサポート(USB 2.0 Supports): 

次の 2つのオプション、Disabled（使用しない） ( Enabled（使用する）が設定できます。デ

フォルトは Enabled（使用する）です。マザーボードに USB 2.0デバイスを接続していてオンボ

ード USBポートを使用している場合、このアイテムを Enabled（使用する）に設定してください。 

USB キーボード/マウス/FDD レガシーサポート(USB KB/Mouse/FDD Legacy Support): 

次の 2つのオプション、Disabled（使用しない） ( Enabled（使用する）が設定できます。デ

フォルトは Disabled（使用しない）です。 お使いのオペレーティングシステムが USBデバイス

をネーティブでサポートしている場合、これを Disabled（使用しない）に設定してください。
USBのレガシーデバイスをサポートしない純粋な DOS環境などの、一部の状況下でのみ、これを

Enabled（使用する）に設定する必要があります。USBレガシーデバイスとは何ですか? 例えば、

USBフロッピー、USBキーボードおよび USBマウスなどです。 

オンボード FDC(OnBoard FDC): 

次の 3つのオプション、Auto（自動） ( Disabled（使用しない） ( Enabled（使用する）が

設定できます。デフォルトは Auto（自動）です。これは、オンボード FDDコントローラを使用

するまたは使用しないで設定するために使用されます。より高いパフォーマンスのコントローラ

を追加する場合、この機能を使用しないに設定する必要があります。 

オンボードシリアル PortA(OnBoard Serial PortA): 

次の 5つのオプション、Disabled（使用しない） ( 3F8/COM1 ( 2F8/COM2 ( 3E8/COM3 ( 
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2E8/COM4が設定できます。デフォルトは 3F8/COM1です。このアイテムによって、どの I/Oアド

レスにオンボードシリアル portAコントローラがアクセスするかを決定できます。 

オンボードシリアル PortB(OnBoard Serial PortB): 

次の 5つのオプション、Disabled（使用しない） ( 3F8/COM1 ( 2F8/COM2 ( 3E8/COM3 ( 

2E8/COM4が設定できます。デフォルトは 2F8/COM2です。このアイテムによって、どの I/Oアド

レスにオンボードシリアル portBコントローラがアクセスするかを決定できます。 

シリアル PortBモード(Serial PortB Mode): 

次の 4つのオプション、Normal（標準） ( 1.6us ( 3/16 Baud ( ASKIRが設定できます。デ

フォルトは Norma（標準）lです。アイテム Normal（標準）を選択するとき、次のアイテムが表

示されます。 

� IRピン選択: 

次の 2つのオプション、IRRX/IRTXまたは SINB/SOUTBが設定できます。デフォルトは

IRRX/IRTXです。IRRX/IRTXを選択する場合、マザーボードは COMポート IR KIT接続をサポ

ートする必要があります。それ以外の場合、マザーボードの IRヘッダを使用して IR KITに

接続に接続するためには、SINB/SOUTBしか選択することができません。デフォルトの設定を
使用してください。 

オンボードパラレルポート(OnBoard Parallel Port): 

次の 5つのオプション、Auto（自動） ( Disabled（使用しない） ( 378h ( 278h ( 3BCh

が設定できます。デフォルトは Auto（自動）です。物理パラレル（プリンタ）ポートに対して
論理 LPT名とマッチングアドレスを選択してください。 

� パラレルポートモード(Parallel Port Mode): 

次の 5つのオプション、Normal（標準） ( SPP ( EPP ( ECP ( ECP/EPPが設定できます。

デフォルトは ECP モードです。オンボードパラレル（プリンタ）ポート用の操作モードを、
SPP (標準パラレルポート)、EPP (拡張パラレルポート)、ECP (拡張機能ポート) または 

ECP/EPPから選択してください。 

ハードウェアとソフトウェアが EPPと ECPモードをともにサポートしていることを確認でき

ない限り、SPPを選択してください。選択によっては、次のアイテムを利用できます。 

� EPPバージョン(EPP Version): 

次の 2つのオプション、EPP 1.9または EPP 1.7が設定できます。デフォルトは EPP1.7です。
パラレルポートモードに対して選択されたモードが EPPの場合、2つの EPPモードオプショ

ンが利用できます。 

� パラレルポート IRQ(Parallel Port IRQ): 

次の 2つのオプション、Autoまたは N/Aが設定できます。 

� パラレルポート DMAチャンネル(Parallel Port DMA Channel): 

次の 2つのオプション、Auto（自動）または N/Aが設定できます。 
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下の表では、パラレルポートモードと次の 3つのアイテム間の関係を示しています。 

 

 

アイテム 標準 SPP EPP ECP ECP/EPP 

EPPバージョン N/A N/A EPP 1.9  

or EPP 1.7 

N/A EPP 1.9 

or EPP 1.7 

パラレルポート

IRQ 

Auto（自動） Auto（自動） Auto（自動） Auto（自動） Auto（自動） 

パラレルポート

DMAチャンネル 
N/A N/A N/A Auto（自動） Auto（自動） 

オンボード Midiポート(OnBoard Midi Port): 

次の 5つのオプション、Disabled（使用しない） ( 330h ( 300h ( 290h ( 292hが設定で

きます。デフォルトは 330hです。このアイテムによって、オンボード Midiポートのアドレスを

選択することができます。 

� Midi IRQ選択: 

次の 3つのオプション、5 ( 10 ( 11が設定できます。デフォルトは 5です。このアイテ
ムによって、Mideポート IRQを選択することができます。 

オンボードゲームポート(OnBoard Game Port): 

次の 3つのオプション、Disabled（使用しない） ( 200h ( 208hが設定できます。デフォル

トは 200hです。このアイテムによって、オンボードゲームポートのアドレスを選択することが
できます。 
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3-8.  PC Health Status 

コンピュータシステムの警告および停止温度を設定することができます。また、コンピュータシ

ステムのファン速度と電源装置電圧をチェックすることもできます。この機能は、コンピュータ

システム内の重要なすべてのパラメータを監視するに当たって、役に立ちます。これを、PCヘ
ルスステータスと呼んでいます。 

 

図 3-9. PC Health Status Screen の画面 

CPU警告温度(CPU Warning Temperature): 

45°から 75°の CPUの警告温度の値を利用できます。デフォルトの設定は無効です。プロセッ
サの警告温度は 2つの方法で設定できます。1つの方法は、+/- を押してプロセッサの警告温度

の値を修正することです。もう 1つの方法は、数値キーを使用して値を直接設定し、<Enter>キ

ーを押して確認することです。プロセッサの温度が設定値を超えると、システムはアラームメッ

セージまたは音を出してプロセッサが過熱していることを知らせます。 

すべての電圧、ファン速度および熱監視(All Voltages,Fans Speed and Thermal Monitoring): 

これらのアイテムは、プロセッサと環境（RT1を使用してこれらを検出）温度だけでなく、ファ

ン速度（プロセッサファンとシャーシファン）の現在の状態を一覧表示しています。ユーザーの

側で変更する子 kとはできません。 
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次のアイテムは、システム電源の電圧状態を一覧表示しています。これも、変更することはでき

ません。 

注意 

温度、ファンおよび電圧のハードウェア監視機能は、294Hから 297Hまでの I/Pアドレスを

占有します。これらの I/OAどれ Uを使用するネットワークアダプタ、サウンドカードまたは

その他のアドオンカードを搭載している場合、アドオンカードの I/Oアドレスを調整してこ

れらのアドレスの使用を避けるようにしてください。 

 

 

 

3-9. パスワードの設定(Set Password) 

パスワードの設定(Set Password): セットアップメニューのオプションに入り、それを変更

することができます。この機能を選択すると、次のメッ

セージが画面の中央に表示され、パスワードを作成する

ことが可能になります。 

Enter new password: 

８文字以内でパスワードをタイプし、<Enter>キーを押します。古いパスワードは、今回タイプ

したパスワードによって CMOSメモリから削除されます。パスワードを確認するために、再度同

じパスワードを入力して<Enter>キーを押してください。また<Esc>キーを押すと、この機能をキ

ャンセルすることができます。 

パスワードを無効にするには、パスワードの入力を求められたときに<Enter>キーを押してくだ

さい。パスワードを無効にするかどうかを確認するメッセージが表示されます。パスワードが無

効になると、システムがブートして自由に Setupユーティリティに入ることができるようになり

ます。 

Password disabled. 

パスワードが有効になると、セットアップに入るたびにパスワードを入力するように求められま

す。これによって、権限のない人がシステム構成の一部を変更する心配はなくなります。それだ

けでなく、パスワードが有効になると、システムをリブートするたびにパスワードを入力するよ

うに BIOSを設定することもできます。これにより、コンピュータの不正使用を防ぐことができ

ます。“拡張 BIOS機能セットアップメニュー”とその“パスワードチェック”内で、いつパス

ワードを要求するかを決定します。セキュリティオプションを常に設定していると、パスワード
は起動時にもセットアップにエントリするときにも要求され、セットアップに設定していると、
セットアップに入るときだけ要求されます。 
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3-10. Load Optimized Defaults 

このオプションで<Enter>キーを押すと、次のようなメッセージが表示されます。 

【Load optimized settings】 

<Enter>を押すと、最適パフォーマンスのシステム操作に対応した出荷時設定のデフォルト値が

ロードされ、<Esc>を押すと、中断します。 

 

 

 

3-11. Load Fail Safe Defaults 

このオプションで<Enter>キーを押すと、次のようなメッセージが表示されます。 

【Load fail save settings】 

<Enter>を押すと、もっとも安定した、最低パフォーマンスのシステム操作に対応した BIOSのデ

フォルト値がロードされ、<Esc>を押すと中断します。 

 

 

 

3-12. Load Original Values 

このオプションで<Enter>キーを押すと、次のようなメッセージが表示されます。 

【Load setup original values】 

<Enter>を押すと、最適パフォーマンスのシステム操作に対応した出荷時設定のデフォルト値が

ロードされ、<Esc>を押すと、中断します。 

 

 

 

3-13. Save & Exit Setup 

このオプションで<Enter>キーを押すと、次のようなメッセージが表示されます。 

【Save current settings and exit】 

<Enter>を押すと、各メニューで行った変更内容を CMOSに保存します。CMOSはコンピュータの

電源を切ってもデータを維持するメモリ内の特殊なセクションです。次回コンピュータをブート
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すると、BIOSは CMOSに保存された Setupの内容でシステムを設定します。変更した値を保存し

たら、システムは再起動されます。 

 

 

 

3-14. Exit Without Saving 

このオプションで<Enter>キーを押すと、次のようなメッセージが表示されます。 

【Quit without saving changes】 

変更内容を保存せずに Setupを終了します。この場合は、以前の設定内容が有効となります。こ

れを選択すると、Setupを終了してコンピュータを再起動します。 
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付録 A. Windows® 2000用 SiSチップセットドライバの

インストール方法 

Windows® 2000をインストールした後、SiS チップセットドライバのドライバをインストールす

る必要があります。次項でインストールを行う方法を段階的に説明いたします。 

注意 

Windows® 2000をインストールした後、画面が 640*480および 16色に設定されるため、画質

が悪くなります。最大の画面のキャプチャ品質を得るには、VGAドライバをインストールし
トゥルーカラーを使用してデスクトップを 800*600に設定してください。 

注意 

Windows® 2000オペレーティングシステムの下で、Service Pack 2 (SP2)または最新のサービ

スパックをインストールして最高のシステムパフォーマンスを得る必要があります。SP2は、
Microsoft® WEBサイトでダウンロードすることがあります。 

注意 

Windows® 2000オペレーティングシステムの詳細は、本書では触れていません。Windows® 2000のイ

ンストール、操作、または設定に関して問題が発生する場合、Windows® 2000の取扱説明書、また

は Microsoft® Corporationが提供するその他のデータベースを参照してください。 

648シリーズの CDを CD-ROMドライブに挿入すると、プログラムが自動実行します。自動実行し

ない場合、CDのルートディレクトリから実行ファイルを実行できます。実行されると、以下の

画面が表示されます。 

 

ステップ1: カーソルを「SiS Chipset Driver」

の上に動かして、クリックし、次のスクリー

ンに進んでください。 

 

ステップ 2: SiS AGPドライバのセットアッ

プウィザードが表示された後、自動的に次の

スクリーンに進みます。 
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ステップ 3: 歓迎のダイアログボックスが表

示されます。「次へ>」をクリックしてくだ

さい。 

 

ステップ 4: プログラムはシステムに必要な

ドライバのインストールを開始します。イン

ストールの状況がスクリーンに表示されま

す。 

注意 

ドライバや CDのバージョンの変更に伴

い、スクリーンの表示が本書の内容と異な

る場合がありますが、インストールの手順

に大きな変更はありません。 

 

ステップ 5: インストールが完了すると、コ

ンピュータの再起動を促すメッセージが表

示されます。「はい、コンピュータをすぐに

再起動します」という項目を選択するようお

勧めします。「完了」ボタンをクリックして

コンピュータを再起動すると、インストール

したドライバが有効になります。 
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付録 B. Windows® 2000の場合の SiS IDEドライバのイ

ンストール 

Windows® 2000をインストールした後、SiS IDEのドライバをインストールする必要があります。
次項でインストールを行う方法を段階的に説明いたします。 

注意 

Windows® 2000をインストールした後、画面が 640*480および 16色に設定されるため、画質

が悪くなります。最大の画面のキャプチャ品質を得るには、VGAドライバをインストールし

トゥルーカラーを使用してデスクトップを 800*600に設定してください。 

注意 

Windows® 2000オペレーティングシステムの下で、Service Pack 2 (SP2)または最新のサービ

スパックをインストールして最高のシステムパフォーマンスを得る必要があります。SP2は、

Microsoft® WEBサイトでダウンロードすることがあります。 

注意 

Windows® 2000オペレーティングシステムの詳細は、本書では触れていません。Windows® 2000
のインストール、操作、または設定に関して問題が発生する場合、Windows® 2000の取扱説明
書、または Microsoft® Corporationが提供するその他のデータベースを参照してください。 

648シリーズの CDを CD-ROMドライブに挿入すると、プログラムが自動実行します。自動実行し

ない場合、CDのルートディレクトリから実行ファイルを実行できます。実行されると、以下の

画面が表示されます。 

 

ステップ 1: カーソルを“SiS IDEのドライ
バ”に移動してクリックすると、次の画面が
表示されます。 

 

ステップ 2: SiS IDEドライバセットアップ

InstallShield® ウィザードが表示されたら、

しばらくして次の画面に移動します。 
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ステップ 3: ようこそ画面とそのダイアログ

ボックスが表示されます。[次へ] をクリッ

クして続行します。 

 

ステップ 4: このセットアッププログラムは、

インストールするコンポーネントを選択す

るように求めます。インストールしたいドラ

イバをチェックしてください。アイテムを選

択したら、「次へ>」ボタンをクリックして

続行します。 

 

ステップ 5: インストーラが、インストール

の進捗パーセンテージを表示します。 

 

ステップ6: [デジタル署名が見つかりません] 

メニューが表示されます。[はい] をクリッ

クして続行します。この画面が再び表示され

たら、[はい] をクリックして続行します。 

 

ステップ 7: インストールが完了すると、コ

ンピュータの再起動を促すメッセージが表

示されます。「はい、コンピュータをすぐに

再起動します」という項目を選択するようお

勧めします。「完了」ボタンをクリックして

コンピュータを再起動すると、インストール

したドライバが有効になります。 

 

ステップ 8: コンピュータシステムが再起動

すると、Windows® 2000は更新プロセスを開

始し、新しいハードウェアデバイスが検出さ

れます。  
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ステップ 9: ようこそ画面とそのダイアログ

ボックスが表示されます。「次へ>」 をクリ

ックして続行します。 

 

ステップ 10: [デバイスに最適のドライバを

検索（推奨）] を選択し、「次へ>」ボタン

をクリックして続行します。 

 

ステップ 11: ドライバのあるファイルの場所

を選択することができます。ここで「次へ>」

ボタンをクリックして続行します。 

 

ステップ 12: 検索を行うと、プログラムは

Ultra DMAチャンネルデバイスドライバを検

出し、その場所を通知します。「次へ>」ボ

タンをクリックして続行します。 

 

ステップ 13: [デジタル署名が見つかりませ

ん] メニューが表示されます。[はい] をク

リックして続行します。この画面が再び表示

されたら、[はい] をクリックして続行しま

す。 
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ステップ 14: デバイスドライバのアップグレ

ードが完了したら、[終了] ボタンをクリッ

クして続行します。 

 

ステップ 15: “システム設定の変更” ダイ

アログが表示されます。“はい”ボタンをク

リックすると、コンピュータが再起動してド

ライバ更新が終了します。“いいえ”を選択

すると、次のステップに進むことができます。 

 

ステップ 16: コンピュータシステムが再起動

すると、Windows® 2000は更新プロセスを開

始し、新しいハードウェアデバイスが検出さ

れます。 

手順は、ステップ 9からステップ 15までを

繰り返します。システムを再起動した後、次

のステップに進むことができます 

 

 

ステップ 16: Windows® 2000が再起動したら、
[デバイス マネージャ] をチェックして、デ

バイスが正しくインストールされているか

を確認することができます。 
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付録 C. Windows® 2000の場合のオーディオドライバの
インストール 

SiSチップセットドライバをインストールした後、オーディオドライバをインストールする必要

があります。これを実行するための操作指示を次のセクションで一段階ずつ説明します。 

注意 

Windows® 2000オペレーティングシステムの詳細は、本書では触れていません。Windows® 2000
のインストール、操作、または設定に問題が生じた場合、Windows® 2000のユーザーズマニュ
アルまたは Microsoft® Corporation が提供するその他のデータベースを参照してください。 

648シリーズ CDを CD-ROMドライブに挿入すると、プログラムが自動実行します。自動実行しな

い場合、CDのルートディレクトリで実行ファイルを実行してください。インストールが実行さ

れると、以下の画面が表示されます。 

 

ステップ1: カーソルを[オーディオドライバ]

に移動し、そのドライバをクリックします。

次の画面が表示されます。 

 

ステップ 2: AC’97オーディオセットアップ
InstallShield® ウィザードが表示され、しば
らくすると次の画面に移動します。 

 

ステップ 3: ようこそ画面とそのダイアログ
ボックスが表示されます。「次へ>」 をクリ
ックして続行します。 

 

ステップ 4: インストーラが、インストール

の進捗パーセンテージを表示します。 
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ステップ5: [デジタル署名が見つかりません] 

メニューが表示されます。[はい] をクリッ

クして続行します。この画面が再び表示され

たら、[はい] をクリックして続行します。 

 

ステップ 6: インストールが完了すると、コ

ンピュータの再起動を促すメッセージが表

示されます。「はい、コンピュータをすぐに

再起動します」という項目を選択するようお

勧めします。「完了」ボタンをクリックして

コンピュータを再起動すると、インストール

したドライバが有効になります。 

 

ステップ 7: コンピュータシステムが再起動

しオペレーティングシステムに入ると、[デ

バイス マネージャ] をチェックしてデバイ

スが正しくインストールされているか確認

することができます。 

 

ステップ 8: [スタート]、[プログラム] 、さ

らにアイテム [拡張サウンドマネージャ] ( 

[AvRack] から選択して、アプリケーション

プログラムを起動します。デスクトップの

AvRackアイコン  をダブルクリックす
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ると、ミキサパネルを簡単に起動することが

できます。 

 

タスクバーのオーディオ構成アイコン  

をクリックすると、上の AvRackパネルが表

示されます。 

次のダイヤグラムは、[拡張 AC97オーディオ

構成] アプリケーションソフトウェアの各メ

ニューアイテムを表示します。 

 

このメニューアイテムにより、環境と KaraOK

キーファクタを設定することができます。 

 

このメニューアイテムにより、固有周波数 dB

値を設定することができます。 

 

このメニューアイコンは、オーディオドライ

バのバージョン、DirectXバージョン、オー

ディオコントローラ名、AC97 Codec名などの

情報を表示することができます
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付録 D. Windows® 2000の場合の LANドライバのインス

トール 

SiSチップセットドライバをインストールした後、LANドライバをインストールする必要があり

ます。これを実行するための操作指示を次のセクションで一段階ずつ説明します。 

注意 

Windows® 2000オペレーティングシステムの詳細は、本書では触れていません。Windows® 2000
のインストール、操作、または設定に問題が生じた場合、Windows® 2000のユーザーズマニュ
アルまたは Microsoft® Corporation が提供するその他のデータベースを参照してください。 

648シリーズ CDを CD-ROMドライブに挿入すると、プログラムが自動実行します。自動実行しな

い場合、CDのルートディレクトリで実行ファイルを実行してください。インストールが実行さ

れると、以下の画面が表示されます。 

 

ステップ 1: カーソルを[Lanドライバ]に移

動し、そのドライバをクリックします。次の

画面が表示されます。 

 

ステップ 2: [InstallShieldウィザード]が

表示され、しばらくすると次の画面に移動し

ます。 

 

ステップ 3: ようこそ画面とそのダイアログ

ボックスが表示されます。[次へ>]をクリッ

クして続行します。 

 

ステップ 4: インストーラが、インストール

進捗パーセンテージを表示します。 
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ステップ 5: Windowsはドライバのインスト

ールを完了しました。[終了] をクリックし

てドライバのインストールを終了します。 

 

ステップ 6: システムが再起動しオペレーテ

ィングシステムに入ると、[デバイス マネー

ジャ] をチェックしてデバイスが正しくイン

ストールされているかを確認することがで

きます。 
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付録 E. Windows® 2000の場合の USB 2.0ドライバのイ

ンストール 

SiSチップセットドライバをインストールした後、USB 2.0ドライバをインストールする必要が

あります。次項で、これを実行する方法を段階的に説明します。 

注意 

Windows® 2000オペレーティングシステムの詳細は、本書では触れていません。Windows® 2000
のインストール、操作、または設定で何らかの問題が発生する場合、Windows® 2000のユーザ
ーズマニュアルまたは Microsoft® Corporationが提供するその他のデータベースを参照して
ください。 

648シリーズの CDを CD-ROMドライブに挿入すると、プログラムが自動実行します。自動実行し

ない場合、CDのルートディレクトリで実行ファイルを実行してください。実行後、以下の画面

が表示されます。 

 
ステップ 1: カーソルを“USB 2.0ドライ

バ”に移動し、それをクリックします。次の

画面に移動します。 

 
ステップ 2: “InstallShield Wizard” が

表示され、しばらくすると次の画面に移動し

ます。 

 

ステップ 3: インストーラが新しいハードウ

ェアを検出します。 

 

ステップ 4: Windowsがドライバのインスト
ールを完了します。“はい” ボタンをクリ
ックして、コンピュータを再起動し、ドライ
バの更新を終了します。 
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ステップ 5: システムが再起動してオペレー

ティングシステムに入ったら、“デバイス 

マネージャ”をチェックして、デバイスが適

切にインストールされているか調べること

ができます。 
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付録 F. Winbond ハードウェア監視ソフトウェアのイ

ンストール 

Winbondハードウェア監視ソフトウェアは PC用の自己診断システムです。このソフトウェアは、

電源電圧、CPUとシステムのファン速度、CPUとシステム温度など、いくつかの重要な項目を監

視することによって PCハードウェアを保護します。エラーは PCにとって致命的な損傷を引き起

こすことがあるため、これらの項目はシステムの操作にとって重要です。どれかの項目がその正

常範囲から外れると、警告メッセージがポップアップ表示され適切な測定をするようにユーザー

に促します。 

以下で、Winbondハードウェア監視ソフトウェアのインストール方法とその使用法について説明

いたします。SR7-8Xシリーズ CDを CD-ROMドライブに挿入すると、プログラムが自動実行しま

す。自動実行しない場合、CDのルートディレクトリで実行ファイルを実行してください。イン

ストールが実行されると、以下の画面が表示されます。 

 

ステップ 1: [ユーティリティ]ボタンをクリ

ックします。 

 

ステップ 2: [ハードウェア監視]ボタンをク

リックして、ハードウェア監視システムユー

ティリティのインストールを開始します。 

 

ステップ 3: プログラム実行ファイルが表示

されます。 

 

ステップ 4: InstallShellウィザードがアク

ティブになります。 
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ステップ 5: ようこそ画面とそのダイアログ

ボックスが表示されます。[次へ>] ボタンを

クリックして続行します。 

 
ステップ 6: ドライバをインストールする宛

先を選択することができます。宛先としてデ

フォルトのホルダを使用するようにお勧め

します。ホルダをチェックした後、[次へ] ボ

タンをクリックします。 

 

ステップ 7: プログラムホルダの名前を選択

することができます。デフォルトのプログラ

ムホルダ名を使用するようにお勧めします。

プログラムホルダ名をチェックした後、[次

へ] ボタンをクリックします。 

プログラムがシステムに必要なドライバの

インストールを開始します。 

 

ステップ 8: インストーラは、ファイルをコ

ピーする準備が整いました。[次へ] ボタン

をクリックして続行します。 

 

ステップ 9: ウィザードがプログラムファイ

ルのインストールを開始します。インストー

ラがインストールプロセスのパーセンテー

ジを表示します。 
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ステップ 10: インストールが完了すると、イ

ンストーラはコンピュータの再起動を求め

ます。[はい、今コンピュータを再起動しま

す] を選択してから、[終了] ボタンをクリ

ックし、コンピュータを再起動してドライバ

の更新を終了するようお勧めします。 

 

ステップ 11: [スタート] ツールバーからプ

ログラムを選択して、[プログラム] を選択

することができます。[Winbond] ( 

[Hardware Doctor] と呼ばれる項目が順に表

示されます。[Hardware Doctor] をクリック

すると、下の画面が表示されます。

 

ステップ 12: この画面は、ハードウェア監視システム画面を表示しています。表示される情報

は、システム温度、電圧、ファン速度などに関するものです。いくつかの項目では、警告範囲を

設定することが可能になっています。システムに従ってこれらの範囲を設定することにより、値

を最適化することができます。 
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付録 G. AMI BIOSアップグレードガイド 

例として、SX7-533マザーボードを使用します。その他のモデルは、すべて同じプロセスに従い

ます。 

1.マザーボードの PCBバージョン番号を調べます。これは、マザーボードの前面か背面にありま

す。各マザーボードは PCBの異なる場所にラベル（バーコードステッカー）を常に貼って、PCB

バージョンを示しています（下の写真をご覧ください。これは、一例にすぎません）。 

 

2.現在の BIOS IDを調べます。 

 

例えば、この場合、現在の BIOS IDは“89”です。すでに最新の BIOSを使用している場合、
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更新手続きは必要ありません。BIOSが最新の BIOSでない場合、次のステップに進んでくださ

い。 

3.Webサイトから現在の BIOSファイルをダウンロードします（この例は SX7-533の BIOSです）。 

緑色の線上にある“Download”ボタンをクリックすると、当社のダウンロードセンターに移動

して、正しい BIOSファイルを選択し、それをダウンロードすることができます。 

 

4.ダウンロードされたファイルをダブルクリックします amiflash.exe と .romファイルが自動

解凍されます。 

5.起動可能なフロッピーディスクを作成し、それに必要なファイルをコピーします。 

 

Explorerまたは DOSのプロンプトモードで、起動可能なフロッピーディスクを作成すること
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もできます。 

 

システムをフロッピーディスクにフォーマットして転送した後、2つのファイルをこのディス

クにコピーします。1つは BIOSフラッシュユーティリティ“amiflash.exe”で、もう 1つは

圧縮解除された BIOS .romファイルです。 

6.フロッピーディスクをブートオフします。 

7.“第 1ブートデバイス”を BIOSの“フロッピー: 1.44 MB 31/2”として設定し、フロッピー

ディスクをブートオフします。 
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もう 1つの方法では、ブートシーケンスに入るとき、<F6>キーを一度押すと、“第 1ブートデ

バイスの選択”メニューが表示されます。第 1ブートデバイスとしてフロッピーを選択し、

<Enter>キーを押してブートシーケンスを続行します。 

 

8.ピュア DOSモードで BIOSを不ラッシュする必要があります。フロッピーが正常にブートオフ

すると、以下の指示に従ってフラッシュユーティリティを実行します。“amiflash 

sx7_89.rom” の後で<Enter>キーを押すと、フラッシュ手順が開始します。 

 

フラッシュプロセスが完了すると、完了メッセージが表示され、システムを再起動するように

求められます。 

 

 

注意 

AMIフラッシュユーティリティは Windows® 95/98/98SE、Windows® NT、Windows® 2000、Windows® 
XP or Windows® MEの環境下では完了できません。ピュア DOS環境に入る必要があります。 

マザーボードでどの BIOSファイルが使用されているかチェックする必要があります。間違っ

た BIOSファイルでフラッシュしないでください、さもないとシステムがうまく作動しないこ

とがあります。 
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付録 H. トラブルシューティング 

マザーボードトラブルシューティング 

Q & A: 

Q: 新しい PCシステムを組み立てるときに CMOSをクリアする必要がありますか? 

A: はい、新しいマザーボードを装着する際に、CMOSをクリアすることを強くお薦めします。CMOS

ジャンパをデフォルトの 1-2のポジションから 2-3のポジションに移し、2,3秒待ち、そし

て元に戻してください。システムをはじめて起動するとき、ユーザーズマニュアルを参照し、

Load Optimized Defaultを呼び込んでください。 

Q: BIOS更新中にハングアップしてしまったり、間違った CPUパラメータを設定してしまった場

合にはどうしたらよいでしょうか?  

A: BIOS更新の失敗や、CPUパラメータ設定間違いによるシステムのハングアップするときは、

常に CMOSクリアを行ってサイド起動させてみてください。 

Q: テクニカルサポートからの迅速な回答をえるにはどうしたらよいですか?  

A: このマニュアルの章にある、テクニカルサポートフォームの記述内容に従って記述してくだ

さい。 

動作に問題がある場合、弊社のテクニカルサポートチームが問題をすばやく特定して適切な

アドバイスができるよう、テクニカルサポート用紙には、問題に関係のない周辺機器を記入

せずに、重要な周辺機器のみを記入してください。記入後は、テクニカルサポートから回答

を得られるよう、製品を購入したディーラーまたは販売店に Faxしてください（下の例を参

照してください）。 

, 
例 1： マザーボード（プロセッサや DDR DRAMなどを含む）、HDD、CD-ROM、FDD、グラフィック

アダプタ、MPEG-2カード、SCSIアダプタ、オーディオカードなどを含むシステムの場合。

システムを組み上げた後に起動できない場合は、以下の手順に従ってシステムのキーコン

ポーネントをチェックしてください。まず、VGAカード以外のすべてのインタフェースカ

ードを外して、再起動してください。 

- それでも起動しない場合 

他のブランドまたはモデルの VGAカードをインストールして、システムが起動するか

どうか試してみてください。それでも起動しない場合は、テクニカルサポート用紙（主

な注意事項参照）に VGAカードのモデル名、マザーボードのモデル名、BIOSの ID番

号、CPUの種類を記入し、“問題の説明”欄に問題についての詳しい説明を記入して

ください。 

- 起動する場合 

取り除いたインタフェースカードを 1つ 1つ元に戻しながら、システムが起動しなく

なるまでシステムの起動をチェックしてください。VGAカードと問題の原因となった

インタフェースカードを残して、その他のカードおよび周辺機器を取り外して、シス

テムを再び起動してください。それでも起動しない場合、"その他のカード"の欄に 2

枚のカードに関する情報を記入してください。なお、マザーボードのモデル名、バー
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ジョン、BIOSの ID番号、CPUの種類（主な注意事項参照）、およびを問題についての

詳しい説明を記入するのを忘れないでください。 

, 
例 2： マザーボード（プロセッサや DDR DRAMなどを含む）、HDD、CD-ROM、FDD、グラフィッ

クアダプタ、MPEG-2カード、SCSIアダプタ、オーディオカードなどを含むシステムの

場合。システムを組み上げて、オーディオカードのドライバをインストールしてから、

システムを再起動すると、オーディオカードのドライバが実行されますが、そのとき

に自動的にリセットする場合、オーディオカードのドライバに問題があります。

「starting DOS…」のメッセージが表示されているときに、SHIFT（BY-PASS）キーを

押して、CONFIG.SYSと AUTOEXEC.BATをスキップしてから、テキストエディターで

CONFIG.SYSを編集します。オーディオカードのドライバをロードする行の先頭に

「REM」を入力すると、オーディオカードのドライバを無効にできます。下の例を参照

してください。 

CONFIG.SYS: 

DEVICE=C:\DOS\HIMEM.SYS 

DEVICE=C:\DOS\EMM386.EXE HIGHSCAN 

DOS=HIGH, UMB 

FILES=40 

BUFFERS=36 

REM DEVICEHIGH=C:\PLUGPLAY\DWCFGMG.SYS 

LASTDRIVE=Z 

システムを再起動してみてください。システムが起動してリセットしない場合、問題

はサウンドカードのドライバにあることがわかります。テクニカルサポート用紙（主

な注意事項参照）にサウンドカードのモデル名、マザーボードのモデル名、BIOSの ID

番号を記入し、"問題の説明"欄に詳しい説明を記入してください。 

以下、「テクニカルサポート申し込み用紙」の記入方法について説明します。 

. 説明 . 

「テクニカルサポート申し込み用紙」の記入については以下の説明を参考にしてください： 

1*. モデル名：ユーザーマニュアルに記されているモデル番号を記入。 

例：SD7-533、KR7A-133、KR7A-133Rなど 

2*. マザーボードバージョン：Nマザーボードのスロットまたは裏側に「Rev：*.**」と記され

ているマザーボードバージョンを記入。 

例：REV：1.01 

3*. BIOS ID & 部品番号：詳しくは付録 Gを参照してください。 

4. ドライバのバージョン：デバイスのドライバディスク上に「Release *.**」（または Rev. 

*.**もしくは Version *.**）と記されているドライバのバージョン番号を記入。例： 
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5*. OS/アプリケーション：システムで使用している OSおよびアプリケーションを記入。 

例：Windows® 98 SE、Windows® 2000、Windows® XPなど 

6*. プロセッサの種類：プロセッサの製造元および速度（MHz）を記入。 

例：（A）「製造元」の欄には「Intel」、「仕様」の欄には「Pentium® 4 2GHzプロセッサ」
と記入。 

7. ハードディスクドライブ：HDDの製造元および仕様を記入。HDDの容量が分かれば、容量も

記入します。また、/IDE1または/IDE2のどちらか使用しているほうの「 」をチェック

（「0」）してください。チェックがない場合は「$IDE1」マスターで使用しているとみな

します。 

例：「ハードディスクドライブ」の欄のボックスをチェックして、「製造元」の欄に「SEAGATE」、

「仕様」の欄に「Darracuda ATA2 ST330631A（30 GB）」と記入。 

8. CD-ROMドライブ：CD-ROMドライブの製造元および仕様を記入。また、/IDE1または/IDE2

のどちらか使用しているほうの「 」をチェック（「0」）してください。チェックがな
い場合は「$IDE2」マスターで使用しているとみなします。 

例：「CD-ROMドライブ」の欄のボックスをチェックして、「ブランド」の欄に「Pioneer」、

「仕様」の欄に「DVD-16」と記入。 
9. システムメモリ（DDR SDRAM）：システムメモリ（DDR DIMM）の製造元および密度、モデル、

モジュールコンポーネント、モジュール部品番号、CAS待ち時間、速度（MHz）などの使用

を記入。例： 

「製造元」の欄には「Micron」、「仕様」の欄に以下の内容を記入： 

密度：128MB、モデル：SS 16 Megx72 2.5V ECC Gold、モジュールコンポーネント：（9）16 

Megx 8、モジュール部品番号：MT9VDDT1672AG、CAS待ち時間：2、速度（MHz）：200 MHz 

問題の再現に役立つので、DDR DIMMモジュールの詳しい情報をお知らせください。 

10. アドオンカード：問題に関連していることが確認されているアドオンカードを記入。 

問題の原因が分からない場合は、システムに搭載されているすべてのアドオンカードを記入

してください。また、それぞれのカードがどのスロットに挿入されていかも記してください。 

例：Creative SB互換サウンドカードを PCIスロット 3に挿入。 

11. 問題についての説明：問題について詳しく説明してください。説明がくわしいほど、原因の

究明が容易になります。決まって発生する問題ではない場合、原因の究明に時間がかかるこ

とがあります。 

注意 

「*」の項目は必ず記入してください。 
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テクニカルサポート申し込み用紙 

! 会社名： 1 電話番号： 

" 氏名： # Fax番号： 

2 E-mailアドレス： 

モデル名 * BIOS ID & 部品番号 * 

マザーボードバージョン  ドライババージョン  

OS/アプリケーション * 

 

ハードウェア名 製造元 仕様 

プロセッサの種類 *  

ハードディスクド

ライブ 

IDE1 

IDE2 
  

CD-ROMドライブ 
IDE1 

IDE2 
  

システムメモリ 

（DDR DRAM） 
  

  

  

  

  

アドオンカード 

  

問題についての説明： 
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付録 I. テクニカルサポートの受け方について 

（ホームページ）http://www.abit.com.tw 

（米国）http://www.abit-usa.com 

（ヨーロッパ）http://www.abit.nl 

ABIT社の製品をお買い上げいただきありがとうございます。ABITはディストリビュータ、リセ

ラー、システムインテグレータを通じて製品を販売させていただいておりますため、エンドユー

ザの皆様に直接製品を販売することはありません。弊社テクニカルサポート部へお問い合わせい

ただく前に、お客様のシステムを構築したリセラーかシステムインテグレータにお問い合わせい

ただく方が、より適切なアドバイスを受けることができます。 

ABITではお客様に常に最高のサービスを提供したいと願っております。弊社はお客様への迅速

な対応を最優先に考えておりますが、毎日世界各国からの電話や電子メールによる問い合わせが

殺到しておりますため、すべてのご質問にお答えすることができない状況です。したがいまして、

電子メールでお問い合わせいただきましてもご返答できない場合がありますので、あらかじめご

了承いただきますようお願い申し上げます。 

ABITは最高の品質と互換性の高い製品を提供するために、互換性や信頼性に関するテストを重

ねております。万一サービスやテクニカルサポートが必要となりました場合には、まずリセラー

かシステムインテグレータにお問い合わせください。 

できるだけ早く問題を解決するために、以下に説明します処理を行ってみてください。それでも

問題を解決できない場合には、弊社のテクニカルサポートへお問い合わせください。より多くの

お客様に、より質の高いサービスを提供するために、皆様のご協力をお願いします。 

1. マニュアルのチェックこれは簡単に見えますが、当社ではよく書かれた完全なマニュアルを

作成するために大きな注意を払っています。本書には、マザーボードだけにとどまらない情

報が満載されています。マザーボードに付属する CD-ROM には、マニュアルだけでなくドラ

イバも含まれています。どちらかでも足りないものがあれば、当社の WEB サイトまたは FTP 

サーバーのプログラムのダウンロード領域にアクセスしてください。 

2. 最新の BIOS、ソフトウェア、ドライバをダウンロードしてください。弊社の Webサイトをご

覧になり、バグや互換性に関わる問題が修正された最新バージョンの BIOSをダウンロードし

てください。また周辺機器のメーカーにお問い合わせになり、最新バージョンのドライバを

インストールしてください。 

3. Webサイト上の専門用語集および FAQ（よく聞かれる質問）をお読みください。弊社では今

後も引き続き FAQを充実させていく予定です。皆様のご意見をお待ちいたしております。ま

た新しいトピックにつきましては、HOT FAQをご覧ください。 

4. インターネットニュースグループをご利用ください。ここには貴重な情報が数多く寄せられ

ます。ABIT Internet Newsグループ（alt.comp.periphs.mainboard.abit）はユーザどうし

で情報を交換したり、それぞれの経験を語り合ったりするために設置されたフォーラムです。

たいていの場合、知りたい情報はこのニュースグループ上にすでに記載されています。これ

は一般に公開されているインターネットニュースグループであり、無料で参加することがで

きます。ほかにも次のようなニュースグループがあります。 
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alt.comp.periphs.mainboard.abit 

alt.comp.periphs.mainboard 

comp.sys.ibm.pc.hardware.chips 

alt.comp.hardware.overclocking 

alt.comp.hardware.homebuilt 

alt.comp.hardware.pc-homebuilt 

リセラーへお問い合わせください。技術的な問題につきましては、ABITが認定したディスト

リビュータにお尋ねください。弊社の製品はディストリビュータからリセラーや小売店へ配

送されます。リセラーはお客様のシステムの構成内容をよく理解していますので、お客様が

抱える問題をより効率よく解決できるはずです。お客様が受けられるサービス内容によって、

お客様が今後もそのリセラーと取り引きを続けていきたいかどうかを判断する材料にもなり

ます。万一問題を解決できない場合は、状況に応じて何らかの対応策が用意されているはず

です。詳しくはリセラーにお尋ねください。 

5. ABITへお問い合わせください。ABITへ直接お尋ねになりたいことがございましたら、テクニ

カルサポート部へ電子メールをお送りください。まず、お近くの ABIT支店のサポートチーム

にお問い合わせください。地域の状況や問題、またリセラーがどのような製品とサービスを

提供しているかは、地域により全く異なります。ABIT本社には毎日世界各国から膨大な量の

問い合わせが殺到しておりますため、すべてのお客様のご質問にお答えすることができない

状況です。弊社ではディストリビュータを通じて製品を販売いたしておりますため、すべて

のエンドユーザの皆様にサービスを提供することができません。何卒ご理解を賜りますよう

お願い申し上げます。また、弊社のテクニカルサポート部に質問をお寄せになる際は、問題

点を英語でできるだけ分かりやすく、簡潔に記載していただき、必ずシステム構成部品のリ

ストしてください。お問い合わせ先は次の通りです。 

北米および南米： 

ABIT Computer (USA) Corporation 

46808 Lakeview Blvd. 

Fremont, California 94538, U.S.A. 

sales@abit-usa.com 

technical@abit-usa.com 

Tel: 1-510-623-0500 

Fax: 1-510-623-1092 

イギリスおよびアイルランド： 

ABIT Computer Corporation Ltd. 

Unit 3, 24-26 Boulton Road 

Stevenage, Herts 

SG1 4QX, UK 

abituksales@compuserve.com 

abituktech@compuserve.com 

Tel: 44-1438-228888 
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Fax: 44-1438-226333 

ドイツおよびベネルクス三国（ベルギー、オランダ、ルクセンブルク）： 

AMOR Computer B.V.（ABIT社ヨーロッパ支店） 

Van Coehoornstraat 7, 

5916 PH Venlo, The Netherlands 

sales@abit.nl 

technical@abit.nl 

Tel: 31-77-3204428 

Fax: 31-77-3204420 

上記以外の地域のお客様は、台北本社にお問い合わせください。 

台湾本社 

AIBITの本社は台北にあります。日本とは１時間の時差がありますのでご注意ください。ま

た祝祭日が日本とは異なりますので、あらかじめご了承ください。 

ABIT Computer Corporation 

No. 323, YangGuang St., Neihu, Taipei, 114, Taiwan 

sales@abit.com.tw 

market@abit.com.tw 

technical@abit.com.tw 

Tel: 886-2-87518888 

Fax: 886-2-87513381 

RMAサービスについて。新しくソフトウェアやハードウェアを追加していないのに、今まで

動いていたシステムが突然動かなくなった場合は、コンポーネントの故障が考えられます。

このような場合は、製品を購入されたリセラーにお問い合わせください。RMAサービスを受

けることができます。 

6. 互換性に関する問題がある場合は ABITへご一報ください。弊社に寄せられるさまざまな質

問の中でも ABITが特に重視しているタイプの質問があります。互換性に関する問題もその１

つです。互換性がないために問題が発生していると思われる場合は、システムの構成内容、

エラーの状態をできるだけ詳しくお書きください。その他のご質問につきましては、申し訳

ございませんが直接お答えできない場合があります。お客様がお知りになりたい情報は、イ

ンターネットニュースグループにポストされていることがありますので、定期的にニュース

グループをお読みください。 
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7. 下記は、参考としてのチップセットベンダの Webサイトアドレスです。 

ALi WEB サイト: http://www.ali.com.tw/ 

AMD WEBサイト: http://www.amd.com/  

Highpoint Technology Inc.WEB サイト: http://www.highpoint-tech.com/ 

Intel WEB サイト: http://www.intel.com/ 

SiS WEB サイト: http://www.sis.com.tw/ 

VIA WEB サイト: http://www.via.com.tw/ 

 

ありがとうございました。ABIT Computer Corporation 

 

http://www.abit.com.tw 

 

 

 


